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ベルタ・フォン・ズットナー
第一次世界大戦前夜「武器を捨てよ」「空の野蛮化」を発表した平和活動家。1905 年女性初ノーベル平和賞受賞。
カーネギー財団発注によりオランダ芸術家イングリッド・ロレマ氏制作。富山県高岡市に制作依頼。
八雲立つ出雲から全国 世界へ

対立の文化から共生の文化へ
活 動 紹 介

像：イングリッド・ロレマ制作
台座：富山県高岡市制作

像・台座：イングリッド・ロレマ制作（ 3 号像）像・台座：富山県高岡市制作
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南京大虐殺記念館名誉教授来日　朱成山様講演
南京大虐殺記念館名誉教授来日　朱成山様講演スケジュール

・12 月 6 日（火）広島 
広島市留学生会館 （広島市南区西荒神町） 
開場 17 ：00
開始 18 ：00 ～
資料代  1000 円
留学生・ 技能実習留学生・18 歳未満は無料

・12 月 7 日（水）岡山 
市内 14 時から 時から
参加希望者は 086 -201 -8844

・12 月 8 日（木）京都 日（木）京都 日（木）京都
ひと・まち交流館  京都（京都市下区梅湊町）  
開場 13 ：30
開始 14 ：00 ～
資料代  1000 円（学生等応相談） 
連絡先  070 -6452-6120

・12 月 10 日（土）大阪
ＰＬＰ会館  5 階大集会室（大阪市北区天神橋） 
開場 13 ：00
開始 13 ：30 ～
参加費 :800 円 学生 :500 円
連絡先  080 -3822 -0404

・12 月 11 日（日）神戸 
神戸学生青年センター（神戸市灘区山田町 3 丁目）
開場 18 ：00　 開始 18 ：30 ～　資料代 1000 円　 学生 500 円
連絡先 連絡先 090 -9050 -8227

・12 月 12 日（月）名古屋
イーブルなごや・ホール（最寄駅：名城線東別院）
開場 18 ：00
開会 18 ：30 ～ 20 ：45
連絡先 連絡先 090 -6087 -8656
資料代 1000 円　 年収 200 万円以内の方は無料 
連絡先 090 -6087 -8656

・12 月 13 日（火）金沢
石川県教育会館（金沢市香林坊）
開場 17 ：30
開始 18 ：00 ～ 20 ：30
連絡先 090 -9762 -3340
資料代  前売り 1000 円 　当日  1200 円・学生無料 

・12 月 15 日（木）東京 
韓国ＹＭＣＡ  9 階 （ＪＲ水道橋下車 （ＪＲ水道橋下車  5 分）
開場 18 ：00
開始 18 ：30 ～ 20 ：30
資料代 1000 円



2
朝日新聞　2016 年 12 月 14 日掲載

山陰中央新報　2016 年 10 月 28 日掲載
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発 刊 に寄 せて

小 松 昭 夫 ＨＮＳ人 間 ・自 然 ・科 学 研 究 所 代 表

「恒 久 平和 を生み出 す新 たな文化 の創造 をめざして」

ユーラシア大 陸 の東 方 に位 置 し、四 季 の変 化 に富 む豊 かな自 然

に恵 まれた日 本 列 島 は、古 来 より朝 鮮 半 島 、中 国 大 陸 から伝 わっ

た様 々な知 識 や技 術 を活 かし稲 作 文 化 を形 成 しました。

日 本 は、大 陸 の律 令 制 度 を見 習 い国 家 体 制 を整 え、鎮 護 国 家

を目 指 し仏 教 を導 入 しました。

世 紀 初 頭 、中 国 に渡 った空 海 、最 澄 に代 表 される留 学 僧 は、

インドから玄 奘 三 蔵 法 師 が持 ち帰 った釈 迦 の教 えと孔 孟 思 想 を中

心 とする中 国 の思 想 を融 合 した学 問 を日 本 に持 ち帰 り 、平 安 京

（京 都 ）を中 心 に、新 たな文 化 を生 み出 しました。

世 紀 にはいると、江 戸 幕 府 （東 京 ）は、鎖 国 政 策 のもと儒 学 の

普 及 を促 し、世 界 史 上 例 のない 年 に及 ぶ平 和 な時 代 を築 きま

した。

年 、アメリカ合 衆 国 の開 国 要 求 を契 機 に、世 界 的 植 民 地

争 奪 戦 に恐 怖 を受 けた日 本 は、革 新 的 西 洋 文 明 を取 り入 れ、明

治 維 新 を経 て富 国 強 兵 政 策 による国 づくりを行 いました。

その後 、国 内 外 の劇 的 変 動 のなか、多 くの国 々に歴 史 的 災 難 を

与 え、禍 根 を残 したまま今 日 に至 っています。

２ １世 紀 初 頭 、世 界 は原 子 兵 器 やミサイルが拡 散 する一 方 、衛

星 放 送 やインターネットの爆 発 的 普 及 に代 表 される情 報 技 術 革 命

が一 段 と進 みました。

また、アメリカを中 心 としたグローバリズムの進 展 は、実 質 経 済 と貨

幣 経 済 の乖 離 を生 み、バブルと金 融 危 機 を発 生 させ、その結 果 、

極 端 な経 済 格 差 が世 界 に広 まり、思 想 ・文 化 ・文 明 ・民 族 ・国 家 ・

宗 教 ・階 層 ・世 代 間 の破 滅 的 な衝 突 さえも懸 念 される状 況 を生 み
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出 しました。そして、 年 月 日 、アメリカの世 界 貿 易 センタ

ービルと国 防 総 省 が旅 客 機 ハイジャック自 爆 テロに襲 われ、 余

名 が亡 くなるという悲 劇 的 な事 件 が起 こりました。

世 界 同 時 不 況 が懸 念 されるなか、アメリカ・イギリス連 合 軍 は、関

連 諸 国 の賛 同 を取 り付 けアフガニスタン空 爆 を行 いました。その後 、

炭 疽 菌 による心 理 テロの続 発 、イスラム系 民 族 に対 する抑 圧 ・殺 害

事 件 の多 発 等 、人 類 未 踏 の困 難 な時 代 の到 来 を予 感 させます。

日 本 国 内 においても 、社 会 指 導 者 層 のモラル崩 壊 が、政 治 経

済 はもとより、あらゆる社 会 システムを崩 壊 させ、凶 悪 犯 罪 の日 常 化 、

少 子 高 齢 化 、自 然 環 境 破 壊 を生 み出 し、民 族 ・国 家 存 亡 の危 機

を迎 えています。この根 源 的 理 由 は、既 得 権 益 層 が政 治 を独 占 、

意 図 的 に司 法 ・教 育 を弱 体 化 させてきたことと、国 民 の無 関 心 が引

き起 こしてきたことです。

サンフランシスコ条 約 締 結 周 年 、日 中 国 交 回 復 周 年 を迎

えるこの時 期 に、日 本 の歴 史 教 科 書 記 述 ・首 相 靖 国 神 社 参 拝 是

非 をめぐり、国 内 外 で過 去 例 をみない激 しい歴 史 論 争 がおきました。

日 本 首 相 は中 国 ・抗 日 戦 争 記 念 館 と韓 国 ・西 大 門 刑 務 所 記 念

館 をそれぞれ訪 問 、反 省 と謝 罪 、そして新 たな行 動 をおこすべく内

外 に宣 言 しました。

このような状 況 下 、世 界 で唯 一 、原 爆 投 下 の脅 威 を語 り伝 え、

年 にわたり戦 争 放 棄 ・平 和 憲 法 を遵 守 してきた日 本 は、世 界 恒 久

平 和 創 造 のため、文 化 間 の対 話 と協 力 が生 まれる環 境 を整 える役

割 があると考 えます。

年 ノーベル賞 受 賞 者 パリ宣 言 「人 類 が 世 紀 に生 存 して

いくには 年 前 を 振 り 返 り 、孔 子 か ら 知 恵 を 探 す 必 要 が あ

る 」。1 9 9 9 年 孔 子 生 誕 2 5 5 0 年 記 念 と し て 北 京 で 開 催 さ れ た

「儒 学 と 世 紀 の人 類 社 会 の平 和 と発 展 」シ ン ポ ジ ウ ム に お い

て 、世 界 1 7 カ 国・地 域 か ら 約 4 0 0 名 が 参 加 、孔 子 の 理 念 と

教 え が 現 在 の 諸 問 題 解 決 に 知 恵 を 与 え る こ と が 確 認 さ れ ま
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し た 。 こ の た び の 日 中 英 対 訳 新 版 『論 語 』は、人 類 共 有 財 産

である先 人 の知 恵 が世 界 に広 まり 、恒 久 平 和 につながる新 たな行

動 がはじまることを願 って出 版 するものです。  

ＨＮＳ人 間 ・自 然 ・科 学 研 究 所 では、 年 「知 革 塾 」創 設 以

来 、人 類 覚 醒 を目 指 した新 たな文 化 の創 造 をはかるべく、 「太 陽 の

国 Ｉ ＺＵＭＯ～地 球 ユートピアモデル事 業 構 想 」発 表 、シンポジウム

開 催 、 「一 村 一 志 運 動 」提 唱 、治 水 の偉 人 「周 藤 弥 兵 衛 」 「清 原

太 兵 衛 」「大 梶 七 兵 衛 」を小 説 ・漫 画 ・児 童 文 学 の 点 セットで出

版 、諸 外 国 との文 化 経 済 交 流 等 、行 ってまいりました。

古 くからの友 人 である孔 祥 林 先 生 の縁 により、世 界 一 の石 榴 産

地 、また銅 像 の製 作 地 として知 られる中 国 山 東 省 棗 庄 市 に、このた

びの出 版 にあわせ、孔 子 ・孟 子 ・周 藤 弥 兵 衛 ・清 原 太 兵 衛 、４体 の

銅 像 の製 作 をお願 いしました。

棗 庄 市 台 児 庄 区 は日 中 戦 争 激 戦 地 として世 界 的 に知 られ、島

根 ・鳥 取 県 の松 江 連 隊 兵 士 も参 戦 していました。

ここには、 「台 児 庄 大 戦 記 念 館 」が中 国 国 民 の寄 付 によって建

設 されています。

当 研 究 所 では、「前 事 不 忘 後 事 之 師 」元 寇 まで戦 争 の歴 史 を

さかのぼり、日 本 と関 わりがあった国 々のすべての戦 没 者 の方 に対 し

て慰 霊 の心 を表 明 する『恒 久 平 和 祈 念 碑 』を中 海 ・宍 道 湖 圏 に建

立 し、皇 室 、政 府 、国 外 要 人 の式 典 をはじめ、誰 でも慰 霊 ・恒 久 平

和 への誓 いが行 える場 の創 出 を提 言 しています。

隣 接 地 には、世 界 の戦 争 ・平 和 記 念 館 と提 携 、 Ｉ Ｔを駆 使 した

「映 像 資 料 館 」と「恒 久 平 和 創 造 のためのデジタル映 像 製 造 工 場 」

を建 設 、定 期 的 に成 果 発 表 を行 うことで、平 和 社 会 創 造 の道 筋 を

見 出 し人 類 にとって最 も重 要 な知 的 共 有 財 産 を構 築 します。

『用 地 は国 有 、施 設 は民 間 資 金 で』を合 言 葉 に具 体 的 な活 動 を

はじめました。
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人 類 の遺 産 には、社 会 基 盤 や科 学 技 術 、深 遠 な知 恵 だけでなく、

人 の怨 念 や恨 みといった目 に見 えない未 解 決 のものも含 まれていま

す。半 世 紀 にわたり平 和 を享 受 、生 かされてきた私 達 は、双 方 の遺

産 を活 かし、「和 而 不 同 」競 争 と共 生 が矛 盾 なく統 合 された恒 久 平

和 社 会 創 造 に邁 進 する義 務 と責 任 があるのではないでしょうか。

本 書 を手 にしてくださった皆 様 との出 会 いに感 謝 申 し上 げますと

ともに、この活 動 にご参 加 いただきますようご案 内 申 し上 げます。

「世 界 は進 むだけ進 んでその間 、幾 度 も闘 争 が繰 り返 され、最 後 に闘 争

に疲 れるときがくるだろう。その時 、世 界 人 類 の平 和 を求 めて、世 界 の盟

主 をあげねばならぬ時 が来 るに違 いない。その世 界 の盟 主 は武 力 や金

力 ではなく 、あらゆる国 の歴 史 を超 越 したもっとも古 く 、且 つ、尊 い土 地

柄 でなければならぬ。世 界 の文 化 はアジアに始 まって、アジアに帰 り、そ

れはアジアの高 峰 、日 本 に立 ち戻 らなければならぬ。我 等 は神 に感 謝 す

る。天 が我 等 人 類 に日 本 という国 を創 っておいてくれたことを。」

アルバート・アインシュタイン博 士 （ 年 来 日 講 演 ）

「あらゆる財 産 と富 は、正 義 に則 し、人 類 の進 歩 のために責 任 を持 っ

て使 われなければならない。経 済 的 および政 治 的 権 力 は、支 配 の道 具

としてではなく、経 済 的 正 義 と社 会 的 秩 序 に役 立 つように使 われなけれ

ばならない。」 「人 間 の責 任 に関 する世 界 宣 言 」第 条 （ 年 ）
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人 類 の遺 産 には、社 会 基 盤 や科 学 技 術 、深 遠 な知 恵 だけでなく、
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る。天 が我 等 人 類 に日 本 という国 を創 っておいてくれたことを。」

アルバート・アインシュタイン博 士 （ 年 来 日 講 演 ）
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ばならない。」 「人 間 の責 任 に関 する世 界 宣 言 」第 条 （ 年 ）

2002 年 7 月　人民中国
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南京大虐殺記念館 元館長朱成山様の東京講演についての報告 
魏 亜玲 

  2016 年 12 月 17 日 
期日 2016 年 12 月 15 日 
時間 18:30～21:00 
場所 韓国 YMCA９階国際ホール（〒101-0064 東京都千代田区猿楽町 2 - 5 – 
5） 
 
この度、小松社長の随行で朱名誉館長の講演会に参加させて頂くこの貴重な

機会を頂き、ありがとうございました。 
朱様は、1992 年から昨年 10 月末まで 20 数年に渡り、南京大虐殺記念館の館

長を努められた後、同館名誉館長に就任されました。このほど、「南京証言集会

実行委員会」、「ノーモア南京の会」をはじめ、日中友好団体より招へいされ、

12月 2日から 16日にかけて、全 11都市を訪問、11回の講演活動をされました。

熊本、長崎、福岡、広島、岡山、京都、大阪、神戸、名古屋、金沢での講演の

後、最終回は 12 月 15 日、東京韓国 YMCA９階国際ホールでの開催で、参加者

は約 130 名でした。 
朱様が記念館長として取り組まれた23年間にわたる資料収集から展示までの

構築、地方での追悼式開催、国の公式追悼式開催、世界記憶遺産への申請まで

の歩みについて振り返りながら講演されました。 
 10 回目までの講演では名古屋会場のみ、右翼に抗議され、最終回の東京会場

では、右翼十数名が会場の外で抗議活動を行っておりましたが、何も抗議され

ずに講演会が無事に終わりました。 

◆朱館長講演会について 

朱様の講演の前に、主催者からの挨拶

があり、次に南京に健在している被害者

2 人らからの証言の映像が流れました。 
 朱様は、用意された 90 分間の講演が

1 時間 20 分間しかなく、平和構築につ

いて、まだたくさんの重要な内容は残っ

ているが、残念だと、不満を漏らされま

したが、会場は好評の様子でした。     

朱様が主に話された内容は次の通りで

す。 朱成山様講演の様子 
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・1992 年 5 月から昨年まで 23 年間記念

館で館長として、平和の研究、中日友好

のために努力してきた。日本政府の数人

の要人、海部、村山、鳩山などの元総理

を会見し、日本の各界の方々と幅広く交

流した。1994 年 8 月から 10 数回日本訪

問し、たくさんの友達ができた。特に

2009 年、中国共産党の訪日団メンバーと

して日本訪問した際には、当時の麻生総

理大臣や公明党の幹部と対話した。   
そして外交部と日本の外務省の要請で、北京で日本右翼の３７団体と対話した。

日中韓歴史教科書の編纂や歴史研究発表会にも参加した。 
 
・南京大虐殺の歴史については、これまで 3 つの段階に分けて知識を得た。初

めは小さい頃、当時南京大手銀行に勤めていた祖父から話を聞いた時。2 回目は

80 年代、徐さんという友人が自転車で南京を回って被害調査したのち纏めた「南

京大虐殺」という本から知った。3 回目は記念館に勤務してからの本格的な研究

によるものである。 
中国国内にある 200 か所の記念館の中で、唯一館長として長く務めたのが私で

ある。最初は解説員から始まり、その後、国内外の要人訪問に解説した。 
 
・旧日本兵の東史郎から日記の提供を受け、彼の日記を出版した。記載された

事件について裁判にまでかけられ、検証実験に協力して証明したが、残念なが

ら敗訴された。これは唯一の敗訴であった。 

・記念館の展示は中国各地、海外巡回展示を主催した。日本で初めて展示した

のは名古屋だった。以来、日本で 30 数回行った。また、日本以外では、デンマ

ーク、ロサンゼロス、イタリアなどでも行った。 
 
・記念館では、最初は、被害者の追悼式は行っていなかった。文化により、良

いことは自慢するが、やられたことはあまり人に知らせようとしたくない人が

多いからである。 
1994 年の日本訪問時に、戦後、朝鮮戦争の期間を除いて毎年、広島、長崎で被

害者追悼式を行うことを知った。そして海外の他の国、ヨーロッパ、ロシア、

アメリカもそうしているのを知り、これらからヒントを得て、帰国後、各方面

に呼びかけ、同年 12 月 13 日、はじめて追悼式を行うようになった。規模はた

朱成山様講演 会場の様子 

朱成山様講演 会場様子 
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っだ 600 人だった。テーマは今から考えても良かったと思う。歴史を明記し、

平和の大切さと決めた。目的は、民族の恨みを永遠に覚えておくことではなく、

それを捨てるために、なぜ戦争が起こったのかという教訓を得るため、平和の

ために追悼式を行った。これがきっけかとなり、継続的に行うことができ、他

の記念館も続いて追悼式を行うようになった。目的はやはり平和の大事さ、真

実の重要さを強調するためである。2000～2003 年、全国議会で 60 人ほどの議

員が連名して国レベルの追悼式を行う提案が提出された。2014 年 2 月、国の公

式追悼式法案が発表され、同年 12 月 13 日、記念すべき第一回には、習近平出

席参加されるほどの、国家追悼式になった。24 回にして悼式は国レベルとなり、

今年は 3 回目となる。 

・被害者調査について、中国の人たちは侮辱を受けたことに対して恥だと思い、

人に明かしたりするのをしたくないと思う人が多く、南京大虐殺で被害を受け

た人、特に慰安婦、化学武器被害を受けた人は自分の心中に入れておいて語ろ

うとしなかった。 
1997 年 7 月から 3 か月かけて、17400 人が調査に参加した。日本の神戸、熊本、

大阪、広島からも、また南京高校生も一緒に調査を行った。2300 人を取材し、

うち専門家により 1200 人の健在者が認められた。ほかに常に行う記念館の調査

で、4000 人ほどの生存者を見つけ、訪問取材した。1994 年から 21 年間にわた

って生存者の 60 人ほどが日本訪問した。日本の友人たちが親切に迎えてくれた

ことに感謝している。現在、健在者が年を取って年々減少となっており、今、

平均年齢 85 歳、107 名となっている。これまで日本を訪問して証言してくれた

が、今後は映像や家族からの証言で継続していきたい。 

・記念館の展示について 
記念館に被害者の足跡ロード―を作った。アメリカの俳優の手形からヒントをも

らい、南京市中学校の先生の寄付で作った。展示物は真実ではないといけない、

証明できるものが必要となる。世界中を飛び回って探して収集してきた。歴史

文物館となっている。大虐殺証明できる歴史的資料は 15 万点以上、歴史文物は

3.5 万件を収集した。旧日本軍の東史郎氏の家も 3 回訪問して取材した。アメリ

カのイェール大学図書館で、当時のアメリカの伝教師の資料が保管されている

資料を見つけた。また、アメリカのボータル銀行勤務の人が当時南京赤十字に

勤めていた父親が撮影した 16 ㎜フィルムの映像とカメラを寄付した。これは世

界記録申請の資料となっている。アメリカ国家法務局で保管された資料も見つ

かった。また、日本の友人の方にご協力頂き、254 名の旧日本兵の証言を収集し

てもらった。ドイツの図書館で 127 枚の写真（詳細の情報付：時間、場所、事
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件など）を見つけた。 
 
現在の記念館現場の死骸展示コーナーは、被害者集団埋葬の場所の 1 つだった

場所に立てている。その前にいくつかの埋葬場所から骨を掘り出して展示した

ら、ある日本の右翼が書かれた「大東亜戦争」という本に南京記念館に偽物を

展示していると、書かれていたのを 1998 年 4 月訪問中に友人から見せてもらっ

た。それまで現場保存意識がなかったことを反省し、帰国後調べたところ、ま

だ発掘していた埋葬地があると分かり、法医、考古、歴史の専門家を 13 名集め、

三年にかけて調査した結果、8 か月、2 歳、8 歳の子供、70 歳老人を含む 32 体

の骨を発見。その現場は現在の記念館の展示コーナーとなっている。 

・30 万被害者の数字について 
名古屋で講演したとき、右翼が「南京の人口が２０万人なのに、被害者数が３

０万人に上るのはおかしい」と質問されたことに対して、「20 万人は国際安全

区の中に収容された数だけだった。面積も 3.86 平方キロというのも国際安全区

の面積で、南京行政区は４７６平方キロあったと説明した。 

1937 年 5 月、南京の人口と、南京を守る軍人を含む人口が 101.6 万だった。1937
年 10 月、避難者を除き、南京を守るための 11 万軍人、上海戦場から逃げてき

た人を含む 60 数十万人がいた。 

1946 年行った南京裁判では被害者数が 30 万以上と判決されていた。東京裁判

では 20 万以上、しかし長江に捨てられた死体や、一部の民間個人などが埋めた

人数を含めていないとの判決となっていた。こちらの計上されていない数を入

れると、南京裁判と同じぐらいとなる。実際、保管した本当の記録では、埋葬

数が 38 万だったが、誤差を考え、少なくても 30 万となっている。 

・世界記憶遺産へ申請登録について 
実際、中国人からのアイデアではなく、フィリピンの文化長官に提案された。

その長官が記念館を訪問されたとき、いろいろな資料を視察し、特に米の牧師

で、極東軍事裁判で証人として証言したジョン・マギー氏のフィルムを見られ

たところ、これなら、絶対世界記憶遺産へ登録できると、提案された。 
申請資料はアメリカやドイツの方々が当時南京に生活していたとき、取った写

真や映像が有力な資料となっている。 

申請資料は手元にある現物のみ申請した。ドイツの牧師の日記がコピーなので

認められなかった。しかし他の資料は十分に条件に満たしたので、審査委員会
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の 24 名の審査員により審査された結果、世界記憶遺産登録が認められた。発表

後、日本政府より抗議され国連への資金を止めると言われたが、国連は事実で

判断されるもので、お金で勝負するものではない。 

一緒に世界の平和のために頑張っていきましょう。 

◆朱館長と小松社長との交流 

・経緯 
小松社長が南京大虐殺記念館を初めて訪問されたのは、1998 年です。大連三高

の李様に案内され、三光電業の森脇社長、藤原様と共に訪問されました。その

後、2003 年と 2004 年、4，5 人のメンバーで訪問された後、2005 年 9 月 18 日、

38 名の団体を率いて公式訪問され、被害者に対して追悼式を開催、趣意書を読

み、献花されました。追悼式では、朱館長が挨拶され、小松社長一行の訪問を

歓迎してくださいました。この訪問は中国の各メディアに注目され、中央テレ

ビ局に数回も報道されました。また、朱館長と深く交流されるきっかけともな

りました。翌年（2006 年）9 月、小松社長は朱館長に平和ファーラムに招待さ

れ、そこで平和構想を発表されました。その際、朱館長の紹介で、立命館大学

の桂先生と出会い、これはその後の立命館大学国際ミュージアムや名誉館長の

安斎先生との交流のきかっけとなっています。その後、2007 年 12 月大虐殺 70
周年式典と平和フォーラムに再度招待され、同年 8 月威海で山東省日本学会と

政府機関に開催された日中韓都会建設シンポジウムで初めて発表された映像

「平和事業化」について南京平和フォーラムで発表。2008 年 10 月、再度 30 人

ほどの団体で訪問されました。それから暫く経った 2015 年 10 月、小松社長が

ニュースで南京大虐殺記念館から申請された世界記録遺産が許可されたことを

知り、朱館長にお祝いのメールを送ったところ、2 回目国家公式追悼式に招待さ

れ、久しぶりに再会されました。そこで、朱館長から夕食会に招待され、「私の

十五日」会の漫画家達の作品を南京、北京で展示される手配をされた、作家の

石川先生と出会いました。 
今回の朱館長の日本訪問を魏が Wechat で見つけ、小松社長に報告したところ、

講演スケジュールの確認、15 日の最終回の東京会場で、朱館長の講演会に参加

するよう指示され、面談が実現しました。そして事前に「対立の文化から共生

の文化」の資料を送付し、朱様より中国国内外の関係者の方々に向けご助言頂

くように依頼しておきました。各国の関係者協議の上、ハルビンで、日、中、

韓、北朝鮮、ロシア、アメリカの六か国の関係者が参加される、安重根につい

ての国際シンポジウムを開催する考えを朱館長に伝えておきました。14 日夜、

資料を見て頂くことが確認できました。 
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・当日の交流 
講演会の前、朱様は資料を見られたメモを見ながら小松社長と面会されました。

講演会後の食事会も同席させて頂き 2 回にわたって交流されました。 
朱名誉館長は小松社長が構想されている平和記念館の建立事業に大変興味を持

たれ、喜んで協力しますと、約束してくださいました。また、小松社長が提案

されたハルビンの安重根記念館で、日、中、韓、北朝鮮、ロシア、アメリカと

の六か国の関係者で、安重根について国際シンポジウムを行うことについても

協力すると言っておられました（韓国の情勢に左右される可能性もあるが）。昨

年記念館から退職して名誉館長となり、北京で国家国学館（古典）の準員員会

の副指揮として勤めておられますが、来年、蘆溝橋事件 80 周年、第 2 回上海事

件 80 周年、南京大虐殺 80 周年、日中国交回復 45 周年の記念すべき年なので、

平和事業に戻りたいとのことで、朱館長が作られた国際平和研究所と日本の自

然科学研究所と提携して共同研究することを提案されました。 
講演会は、中川十郎先生をはじめ、前原路代様、片山裕美様、野田一夫先生に

ご紹介された杉本 隆も小松社長に案内され参加されました。懇親会では、中

川先生を朱館長に紹介して交流されました。そこで、朱様の年を聞かれた中川

先生は「羨ましい、今の私の年齢まで後 20 年頑張れますね」とのお話しに対し

て、朱館長は中川先生に励まされて大変喜んでおられました。 
また、朱様は、日中歴史についての研究や日本の友人達との交流の中で、日本

の文化に対して興味を持たれるようになり、もっと日本の文化を知りたく、近

いうち、日本に長く滞在してゆっくり日本の文化を勉強したいと考えられ、広

島大学へ客員研究者として半年間滞在計画を進められているとの話もされまし

た。 
 
・朱名誉館長の講演主催側について 
 
講演後の懇親会で今回の主催者側の 4 名の方々と交流して朱様の講演の経緯が

分かりました。 
「ノーモア南京の会」という団体をはじめ、日本南京大虐殺60周年全国連絡会、

平和を考える市民の会など日中友好の団体が今回の朱館長の訪日を手配されて

いました。「南京大虐殺から 79 カ年 証言を聞く集会」というテーマで、12 月

2 日熊本～12 月 15 日東京まで全国 11 か所で開催されていました。 
東京会場は「ノーモア南京の会・東京」の主催でした。最初に挨拶されたのは

代表の田中宏様です。田中様は大学時代に中国文化を専攻され、司会者の甲野

信夫様は高校の歴史先生で、中国福建省「寧徳師範学院」で日本語を 3 年間教
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えられたことがあります。世話人、木野村間一郎様も教育関係者です。もう一

人、神戸在住の「旅日華僑中日交流促進会」の林伯躍様が朱館長の全行程に付

き添いされました。 
「ノーモア南京の会・東京」の活動目的は平和友好のため真実を日本の皆に知

ってもらおうとしているとのことです。日本は安全の国だと言われていますが、

念のために今回の朱館長の訪日 15 日間では、「ノーモア南京の会」の皆様に朱

様の安全を最善に守る体制が取られ、全力を尽くされたことは通訳の朱様と朱

館長から聞きました。 

※ノーモア南京の会について （web より 2000 年 4 月 27 日更新） 
会の目的 
１９３７年１２月、中国の首都、南京を占領した日本軍は、この古都を掠奪、 放火で破壊

し、市民の虐殺、婦女の凌辱など、残虐の限りを尽くした。 人類と文明への冒涜と言われ

る「南京大虐殺」である。 日本の長年にわたる中国侵略、中国人蔑視が引起した事件であ

った。  
侵略戦争の敗北を“終戦”として迎えた日本の社会は、この歴史を隠蔽し続け、 被害者の立

場から「ノーモア広島」を強調してきたが、このような被害の前に、 南京大虐殺を始めと

する加害があったという歴史認識に立ち、「ノーモア南京」 を訴えることこそが必要であ

る。  
「南京大虐殺」６０周年にあたり、この過去を心に刻み、 中国の人々との和解を求め、相

互理解、友好を深めることを目的とする。 
 
・プーチン大統領来日 
朱館長が東京講演をされる当日の 12 月 15 日は、プーチン大統領が来日され、

安倍総理の出身地、山口県長門市で首脳会談をされ、翌日 16 日、東京の総理官

邸で、さらに会談されていました。北方四島の日露両国が特別な制度のもとで

の共同経済活動の協議開始に合意したこと、自衛隊と露軍の防衛強化とのこと

でした。事前の噂では、安倍総理は 1895 年、日清戦争（甲午戦争）の講話会議

が開催された場所を案内したいとのことでしたが、実際では行かれませんでし

た。 
※１８９５年、日清戦争の講和会議が割烹旅館「春帆楼（しゅんぱんろう）」（山口県下関

市）の２階大広間で行われた。日本側は、当時の伊藤博文首相らと清国側からの李鴻章ら

が出席。約１カ月の交渉の末、清国の遼東半島や台湾の割譲などを盛り込んだ講和条約が

調印された。 
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◆朱館長との交流、会場内外の写真 

 
講演会前、一階のホールにて 

講演会前、会場外の右翼を背景に 

会場外の右翼を背景に 会場外の右翼抗議演説 

 
講演会前、９階会場外のロビーにて 

 
会場の看板 
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講演後、講演会場建物外 
真ん中：朱名誉館長 

朱様の左側:旅日華僑中日交流促進会、 
神戸と南京をつなぐ会副会長 林様 
左から 3 人目：主催者代表 田中様 

講演会後、会場近くにある 
テングウというレストランにて  
右から前原様、朱様、中川先生、 

小松社長、片山様、魏 
 

※朱様講演スケジュール 

・12 月 2 日（金） 夜 
熊本県国際友好会館  

 
・12 月 3 日（土）午後 

長崎県教育文化会館  
 
・12 月 4 日（日）午後 

福岡県教育会館  
 
・12 月 6 日（火）広島  
 広島市留学生会館 （広島市南区西荒神町） 
 開場 17：00  
 開始 18：00～ 
 資料代 1000 円   
 留学生・技能実習生・18 歳未満は無料 
 
・12 月 7 日（水）岡山   
 市内 14 時から 
 参加希望者は 086-201-8844 
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・12 月 8 日（木）京都  
 ひと・まち交流館 京都（京都市下京区梅湊町） 
 開場 13：30  
 開始 14：00～  
 資料代 1000 円（学生等応相談） 
 連絡先 070-6452-6120 
 
・12 月 10 日（土）大阪  
 ＰＬＰ会館 5 階大集会室（大阪市北区天神橋） 
 開場 13：00  
 開始 13：30～  
 参加費:800 円 学生:500 円 
 連絡先 080-3822-0404 
 
・12 月 11 日（日）神戸  
 神戸学生青年センター（神戸市灘区山田町 3 丁目） 
 開場 18：00 開始 18：30～ 資料代 1000 円 学生 500 円 
 連絡先 090-9050-8227 
 
・12 月 12 日（月）名古屋  
 イーブルなごや・ホール（最寄駅：名城線東別院駅） 
 開場 18：00  
 開会 18：30～20：45   
 連絡先 090-6087-8656 
 資料代 1000 円 年収 200 万円以内の方は無料 
 連絡先 090-6087-8656 
 
・12 月 13 日（火）金沢  
 石川県教育会館（金沢市香林坊） 
 開場 17：30  
 開始 18：00～20：30   
 連絡先 090-9762-3340 
 資料代 前売り 1000 円 当日 1200 円・学生無料 
 
・12 月 15 日（木）東京  
 韓国ＹＭＣＡ9 階 （ＪＲ水道橋下車 5 分） 
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 開場 18：00  
 開始 18：30～20：30   
 資料代 1000 円 

・所感（魏） 

今回、貴重な体験をさせて頂き、心から感謝しています。朱館長の講演を聞く

のは今回、初めてでしたが、平和のために 23 年間にわたって一筋に記念館の構

築を行ってこられ、世界を飛び回って資料収集され、国家追悼式への昇格や世

界記憶遺産への申請等の活動プロセスを振り返りながら、数字や資料、写真な

どを通しての講話はとっても分かりやすかったです。その内容から朱館長が平

和を重視し、日本の平和団体との交流も盛んに行っていることを肌で感じまし

た。講演後の懇親会では、疲れた通訳の代わりに私が通訳の役割を果たすこと

になり、最後まで朱館長の側に座らせて頂き、朱館長と日本の友好団体の皆様

と交流させて頂きました。日本国内でこんなにたくさんの人々が平和のために

頑張っておられることを知り、刺激を受け、感動しました。 
朱館長は昨年末に退職され、自由な身になられていますし、日本に半年間の滞

在希望が実現すれば、社長の平和構想に積極的にご協力頂けるチャンスだと感

じました。 

◆参考資料 

〇神戸講演（テープお越し：「オフィス由」より提供） 

 神戸・南京をむすぶ会 
＜朱成山氏講演会 テープ起こし＞ 
  日時：2016 年 12 月 11 日（日）午後 6 時 30 分〜8 時 30 分 
  会場：神戸学生青年センターホール 
  主催：神戸・南京をむすぶ会 
     代表 宮内陽子 副代表 門永秀司、林伯耀 事務局長 飛田雄一 
  講演会テーマ：「世界の記憶と平和の構築のために努力しようー私はどのようにし 
          て南京大虐殺記念館館長を勤めてきたかー」 
 
 みなさん、こんばんは。特に今日の集会を準備していただいた主催者の、私をこの神

戸に呼んでいただいたことを、心から感謝を述べます。更にお忙しい中、こんなにも沢

山の人たちがお越し頂き、心から感謝いたします。今回は 12 月 2 日に上海から福岡に

入りました。そして熊本、長崎、福岡、広島、岡山、京都、大阪、そして今日神戸で、
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みなさんと交流する機会を得ました。この後は金沢、名古屋、東京に向かいます。 
 私は昨年南京の記念館の館長を退きました。館長をしている間、神戸の方が沢山私た

ちの記念館に訪れてくれました。そして古い友人たちに再びまみえて、交流したいと、

皆さんにお会いしたいということで神戸に参りました。神戸はそれのみならず、1994
年から 21 年間にわたって、生存者の方々をお招きして、そして証言集会を開いていた

だきました。毎年神戸から南京に訪れていただきますけれども、特に南京では、その他

各地からも実は沢山来るんですけれども、特に神戸のこの代表団の方々は南京では非常

に有名です。それは、二つの意味があります。一つはこの名前ですね。「神戸・南京を

つなぐ会」ということで、二つの都市を並べて、そして心を刻むということは、中国で

は非常に新鮮な表現だそうです。それともう一つは、みなさんが参加者の一人ひとりが、

うちわを持って、そこに「前事不忘、后事之師」（過去を忘れず、後の世の戒めとする）

というものを書いて、それをめいめいが持っているということで、非常にマスコミの写

真映りがいいといいますか、そういう意味でおそらくマスコミ、南京で発行される新聞

の要旨によく神戸の代表団の写真が映ります。今日、予想だにしなかったことが、神戸

で「紫金草のうた」というのを聞くことが出来ました。非常に感動しております。これ

は、平和と紫金草の花というのを結びつけて、非常に優美なメロディーを今日聞いて、

改めて、感慨深いものがあります。㊟１、朱氏の講演の前に神戸・南京をむすぶ会メン

バー有志による“紫金草”のうたの披露があった。㊟２、紫金草：南京大虐殺の事件の数

ヶ月後(1939 年)、旧日本陸軍衛生材料廠の廠長である山口誠太郎さんが現地を視察で訪

れた。帝大時代に、中国人留学生と南京に来たことがあり、戦争により大きく変わって

しまったことに大変驚いた。そして、南京郊外にたくさん咲いていた紫の花の美しさに

感動し、この種子を持ち帰った。その後日本で育て「紫金草」（南京の紫金山の名前を

とった）と名付け、育てて増やした種子を知人や近隣の人に分けた。またこの花を広め

て平和のシンボルにしたいという息子さんの山口裕氏が「平和の花だいこんを広める会」

を組織し、つくば科学万博で 100 万袋の種を日本はじめ世界からの来場者に配った。

現在、日本に「紫金草合唱団」が全国組織で結成され、に㊟友好として中国でも演奏な

どが行われている。そして紫金草の花壇を創るために 1000 万円を記念館に寄贈した。 
 私は 92 年に記念館の館長になりました。それから昨年退職するまで 23 年間の館長

生活をしております。その間、日本の元首相数人の、村山さんとか海部さん、鳩山さん

などの接待も行いました。私は日本に既に十数回来ておりますけれども、その中でも、

2009 年、代表団の一員として日本の、東京の四党ですね。自民党の方々と戦略会議を

持ちました。その時の首相は麻生太郎だったと思いますけども。この時の印象は非常に

不快です。これは中国国内でですけれども、いわゆる日本の右翼の団体、37 団体を、

北京に招いて彼らと対談をしたことがあります。非常に印象深いことでした。更には、

日・韓・中三か国の、共通の教科書を作ろうというようなシンポジウムを、あるいは、

三か国の交流に、平和運動の交流活動にも参加しておりました。 
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 私個人が、南京大虐殺に関係するいきさつには、三つの段階を経ております。まずは、

この原体験となるのは、実は私の祖父から聞き及んだことです。当時祖父は南京市内の

ある銀行に勤めておりました。しかしこの南京に日本軍が入ってくるということで、そ

の時は長江から逃れて市内にはおりませんでした。そしてこのいわゆる南京大虐殺の時

期を、最も激しい時が終わって再び銀行に戻って仕事をするわけです。その南京大虐殺

の時期から非常に時間が経っているわけですけれども、その河を、長江を渡るときにま

だ沢山の死体が浮いておりました。そして銀行に勤めるわけですけれども、その銀行の

前にも井戸があるわけです。その井戸までもまだ奥までも死体が放置されておりました。

こうしたことを私は当時まだ 12 歳でしたけれども、祖父からいろいろ聞かされました。

これが私の南京大虐殺の原体験とも言えるものだと思います。もうひとつは、私は南京

生まれなんですけれども、20 年間軍隊におりました。その時の同僚のひとりが居たん

ですけれども、彼は徐さんという方です。彼が休みなどによって南京の町々を自転車で

歩いて生存者を探す、そうした活動をしておりました。そして多くの当事者の証言を集

めて「南京大虐殺」という、いわゆる報告文学を出した。その中から私は沢山の影響を

受けました。シャンスーチンとかリシュインとかそうした人たちの名前も、当時その本

から知ったわけです。それと第三段階は、言うまでもなく 94 年に南京記念館の館長に

なってからのことです。もちろん館長になるわけですから、その間いろいろな南京大虐

殺に関する勉強をしました。資料などをほとんど読みあさるような感じで、沢山の知識

を得ることができました。これは、習近平さんが記念館を訪れたときに私が解説員を務

めました。当時予定では 30 分の予定だったんですけれども、習近平さんも興味を持っ

て 68 の質問をしました。そしてそれに一つひとつ答える中で、結局延長されて 72 分、

長い時間にわたって解説をすることになります。その他、江沢民さんや胡錦濤さんなど

の中国の要人たちも沢山記念館を訪れております。その都度私が直接その解説員を買っ

て出ております。 
 （パソコンの画面を見ながら）この辺は元首相が来られた時の映像です。これは鳩山

由紀夫さんが来られたときです。これはアメリカのカーター元大統領です。これはデン

マークの女王です。マーガレット二世が来られた時の映像です。これは日本のノーベル

文学賞の大江健三郎氏です。この方は台湾の星雲法師という方です。この方については

少し説明をさせていただきたいと思います。彼は世界仏教協会の会長でもあります。彼

は世界中に 100 以上のお寺を建てております。彼が出家をするわけですけれども、そ

の原因が実はこの南京大虐殺と関係しています。彼の父親は一介の労働者だったわけで

すけれども、南京大虐殺の中でご苦労されます。そして幼い彼と母親は南京に行って父

親の死体を探すわけです。一週間にわたって探したんですけれども結局死体が見つかり

ませんでした。そしてあきらめて帰るときに長江の側にある栖霞寺（シーシャースー）

というお寺があります。そこで彼は出家して僧侶になることに決めたわけです。後ほど

彼は台湾に行きます。そしてある機会にアメリカのロサンジェルスに行くわけですけれ
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ども、その時にある画家に頼んで一枚の大きな絵を描いてもらいます。南京大虐殺の情

景を描いたものです。その絵には沢山の死体が描かれておりました。それは正に彼の南

京の原体験となる幼い時に見た、沢山の死体がずっと彼の中で影響し続けたということ

です。 
 これは、私たちの記念館で行われた特別展示会です。東史郎さんに関する展示会です。

もう皆さん東史郎さんのことはご存じだと思います。当時日本兵として南京攻略に参加

し、そしてその残虐な行為を日記に記すわけです。それが原因で自分で訴えられるわけ

ですけれども、南京の市民たちは、彼が日記に書いたいろんな出来事を、実際に起こっ

た事であるということを、実際の実見で証明したということがありました。これもひと

つの特別展示会でした。これもひとつの特別展示会でした。ご覧になってわかるように、

南京大虐殺に特化したものではなくて、例えばアウシュビッツであったり、あるいは広

島の原爆であったり、あるいはマニラの大虐殺であったり、そうした世界の民衆の受け

た虐殺というテーマで行いました。私たちの南京記念館は、決して南京大虐殺だけを発

信するところではありません。それは世界に目を向け、民衆の受難ということを第一に

考えた記念館でもあります。そういう意味で、私は南京は決して中国だけのものではな

いと思っております。それは正に世界に開かれた記念館だというふうに思っております。

この展示会は、100 万人以上の人たちが累計で参加しております。それ以外にも私たち
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霊祭が全く開かれなかったのかというのは、中国社会の問題もひとつあります。中国社
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会は、常にいわゆる抵抗した歴史、いわゆる英雄物語が主流になるわけです。そして、

被害を受ける、あるいは悲惨な目にあうということをあまり公にしたくないという風潮

がずっとありました。そうした風潮のために、南京の犠牲者も含めて例えばいわゆる性

暴力の慰安婦の方々も含めて、被害者がなかなか自分たちの被害を口にできない。そう

した社会的な状況があったのもまた事実です。私は出張より帰ってすぐ担当と協議、中

国でも慰霊祭をやるべきだというふうに訴えました。広島は言うまでもなく、ロシアで

あったり、そしてアメリカであったり、どこの国でも、もちろんポーランドでもあった

り、犠牲者を追悼する式典があるのはごくあたりまえの事なんだと。それをしないとい

うのは、民衆の命を軽んじているということになる。ですから中国でも行うべきだとい

うふうに説得したわけです。そしてその 1994 年の 12 月、初めての慰霊祭、追悼祭が

行われました。当時はまだ非常に規模の小さいものでした。600 人しか参加しない、小

規模なものです。しかし私はその慰霊祭の主題として、歴史と平和というテーマを掲げ

ました。これが非常に多くの人たちに受け入れられたようです。私たちはその慰霊祭の

形式にもこだわりました。例えばその時に合わせて全市で警報を鳴らす、あるいは平和

の鐘を鳴らして亡くなった人たちを追悼すると、そういうふうな活動を通じてこうした

活動がマスコミによっても受け入れられて、その後各地でこうした追悼活動が行われる

ようになったわけです。 
 そして 94 年から 20 年間、こうした追悼会が行われました。しかしこの追悼会は地

域的なものだったわけです。南京市を中心としたその地域のみの慰霊祭でした。そして

2014 年ですね、この意味を理解していただいて、そして国会議員にあたる人たちの協

力をいただいて国家的な法律ができました。そしてこの南京大虐殺の記念式典を、いわ

ゆる国家公祭、国家の公の行事というふうに定めて遂に 21 年目にしてこの慰霊祭が国

家規模で行われるようになりました。それを記念して本を一冊出版しました。題は「第

21 回は国家公祭」というようなテーマです。つまりはそれ以前、20 回は地方レベルの

慰霊祭でした。そして 21 年目にして国家による公の行事になったわけです。あと 3 日

しますと 3 回目の国家公祭が南京で行われることでしょう。国家公祭になりますと、観

光があるわけですね。先ほど写真にありましたように、北京からわざわざ３軍（陸海空）

の儀仗兵が式典に参加するということです。このとき、201 年の公祭です。このときに

は習近平さんも演説をしました。そして皆さんご存じだと思います、南京大虐殺犠牲者

の夏淑琴（シャンスーチン）さんと、そして犠牲者のお孫さん、３つの世代にわたって

この公祭に参加しました。ちなみに、夏淑琴（シャンスーチン）さんは今も元気に南京

で暮らしております。 
 （ニュース番組の映像が流れる）これは、国家公祭を報じるニュース番組でした。そ

の中では習近平さんがこの式典に参加して、人類にとって最も平和なのは、平和の暖か

みが世界に人々にあまねく照らされることを私たちは願っている。そのためにはこうし

た歴史の事実を明確に皆さんの記憶の中で留めなければならないというような発言が
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ありました。来年は、南京大虐殺から 80 周年にあたります。中国ではこの 80 年とい

うのは大きな節目の年になります。規模の大きい行事が行われると思いますので、今日

ご来場の皆さんには是非とも南京を訪れていただきたいというふうに願っております。 
 私たちの館では継続的に生存者の調査を行っております。その中でも 1997 年に行わ

れた大規模な調査を行いました。大学生、学生を 14,000 名の学生がこの活動に参加し

ます。その中には日本から来られた 26 名の大学生、高校生もおられます。神戸から来

られた方もおりました。こうした多くの人たちが 3 ヶ月にわたって調査し、その結果、

2300 の証言を得ることができました。その後公的な機関によってその 2300 件が精査

されて、最終的には 1200 人の生存者の証言をまとめることができました。この時の調

査は、南京市内の 70 歳以上の老人をあまねく調査したわけですけれども、それ以外に

も中国の各都市にも生存者がいると聞けば調査に行きました。これは海外にも及んでお

ります。アメリカにも生存者がいるということで、調査に行ったこともあります。こう

した証言者の証言を集めると共に、証言者一人ひとりの思いを形に残したいという事で、

こうした記念館に来られた方は見られた事があると思います。証言者の足型を残す、こ

ういうイベントを行いました。これは私が 2001 年、アメリカのハリウッドに行った時

に「ハリウッド・ウォーク・オブ・フェーム」という有名人の足跡を残したところがあ

るんですけれども、それがきっかけになりました。そして中国に帰って江蘇省のいわゆ

る教員組合に呼びかけて、そして教員によるカンパを集めました。そのカンパを基にこ

の“受難者の道、証言の道”というのを作ったわけです。これと共に現実まだおられる生

存者がみなさん、その当時、南京大虐殺の時に被害を受けて、その後も今日に至るまで

非常に生活が困窮している方が非常に多かったわけですね。それを目の当たりにして私

は具体的に各界に呼びかけてカンパを集め、そしてその生存者に対して例えば医療費で

あったり、心を慰めるための活動、そうしたものにその費用を充てることにしました。

こうした援助する制度、生存者を援助する制度というのは本来なら日本の政府がやるべ

きことだと思います。日本政府はこれまで一度たりとも謝ることもなく、そしてこの生

存者の人たちに手をさしのべることもありませんでした。現在も南京では、109 名の生

存者がまだおられます。この生存者についてお話すると、まずもってみなさんに感謝し

たいと思っています。それは何かと言うと、毎年、20 年にわたって生存者の方々を日

本にお招きして、証言集会をもちます。その時にみなさんが、日本において非常に丁寧

な扱いをうけて、何事も、みなさん高齢ですけれども、この間一度も事故が起こらず平

穏に皆さん南京に帰ることができました。これは主催者の方々の、日本の人々の心温ま

る歓待によってそれが可能になったというふうに思っております。それと同時にみなさ

んにお話したい点もあります。それは、今年から生存者の方を日本に送り出すことが出

来なくなりました。実はおの生存者を日本に送り出すことに関しては、非常に大きな阻

害因子があります。もちろん皆さん非常に高齢なために、日本に来るという時にいろん

な手続きの問題があります。今、家族の同意が必要になります。そうした事がもうそろ
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そろ限界で、日本に行ってあと帰ってこられるかという事を非常に心配するようになっ

て、本当に皆さんには申し訳ないんですけれども、今年から生存者を派遣することは出

来なくなりました。昨日の大阪でもそうでした。先ほどの神戸の集会でもそうでした。

こうしたビデオで生存者の証言を聞くというのも、今後採用し得るひとつのいい方法で

はないかというふうに私は感じました。 
 この南京大虐殺は歴史の事実であります。この事実を明らかにするためにも、たくさ

んの歴史資料、あるいは現物をもってそれを証明しなければなりません。私たちの記念

館では、16 万件の資料、あるいは 35,000 件の文物資料、そうしたものをこの館で収集

しました。おそらく中国国内においても世界的においても、非常に資料の豊富な記念館

ではないかと自負しております。（パソコンの画面を映しながら）これはその資料集め

のために各地を歩いた映像です。東史郎さんの家にも、私は３回行きました。これはア

メリカのイェール大学に調査に行ったときです。当時アメリカの牧師が沢山南京におら

れましたけれども、彼らが残した資料が、実は今イェール大学に集中して保管されてお

ります。この左の写真は、ニューヨークのマギー牧師の息子さんの家に調査に行ったと

きです。もう皆さんご存じだと思います。マギーフィルムという当時の南京の虐殺の状

況をじかに撮影した 16 ㎜フィルムが残っております。この息子さんがそれを保管して

おりました。そして私たちの要請に応じて、フィルムとそして映写機を私たちに寄与し

てくれました。この資料は後ほど世界記憶遺産を申請する上で、非常に大きな資料とし

て重要な資料としてその役割を果たしたわけです。この方はアメリカのリカスさんとい

う方ですけれども、この方の父親も当時、中国の南京に呼ばれました。そして沢山の手

紙などを、当時の状況を知らせる手紙などを保管されていました。この方は、もう皆さ

んご存じだとおもいます。ボトリンという方です。この方は南京の女性、9000 人を守

ったということで、非常に中国の人々から、南京の人々から感謝されている方です。こ

れはその、娘さんが老人ホームにいるということで訪問しました。そのときの資料も収

集することができました。これは 2003 年にワシントン DC にある資料館の中で、当時

BC 級裁判の資料などを沢山保存しておりました。それを調査に行ったときのことです。

アメリカ以外にも、イギリス、ドイツ、デンマークなどにも調査に行きました。これは

日本での調査です。当時の日本兵の日記、あるいは当時の発行された雑誌とかそうした

ものを収集することができました。 
 （画面を変えて）これは 98 年に記念館で新たな発掘が行われました。何故この時期

に行われたかと言いますと、その前の年に日本に訪れた時にある集会で発言したわけで

すけれども、そのとき、聴衆の一人がある一冊の本を持ってこう言いました。その本は

「大東亜戦争の総括」という右翼が出した本ですけれども、その中には記念館に今展示

されている遺骨はにせ物だというふうに書かれておりました。当時私たちも、いわゆる

こうした展示の技術が、科学技術というのがあまりなかったために、その発掘した骨を

現状のまま保管するのではなくて、それを出して、物によっては洗ったりして展示をし
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現状のまま保管するのではなくて、それを出して、物によっては洗ったりして展示をし
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てしまったわけです。そういう現状保管をしていないという事で、その一点を突かれて、
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らいますけれども、こうした政治が、例えば政治家、例えば当時の毛沢東、蒋介石が

30 万だと、20 万だと言ったわけでもないし、ある学者が 20 万だと、30 万だと言った

わけでももちろんありません。それは法的には、正式な法的な調査、あるいはそうした

資料に基づいて挙げた数字であります。それを単に陰謀だということでそれを否定する

ことは、おそらく 100 年経っても 200 年経ってもそれは出来ないことだというふうに

思います。この南京の法廷では、非常に綿密な調査が成されました。そして 28 件の大

規模な虐殺があったというふうに認定されました。このときには、その大規模な虐殺で

は 19 万の民衆が殺されたと。そして小さな、例えば家庭ある家に押し込んで、日本兵

が押し込んで殺したとか、そういう非常に小規模な事件が 858 件ありました。こうし

た数字を合わすと、34 万の数字になります。当然その間に戦争という混乱の中です。

多少の誤差があるだろうということで、30 万人以上という判決が成されます。これは

決して荒唐な数字ではないわけです。この 28 件の大規模な虐殺、あるいは 858 件の小

規模な虐殺について、一つひとつについて資料が中国のトウアンカン、日本で言えば資

料館ですね。その中に詳細が保存されております。東京の裁判では、このように書かれ

てあります。20 万人以上ということで判決されているということです。しかし注目し

ていただきたいのは、この 20 万人の中には揚子江に流された死体あるいは埋葬された

死体はその中には含まないということが書かれております。当時日本の資料においても

15 万の死体を埋葬したというような記述があります。そして中国も民間の埋葬した数

も含まれます。そうした中で計算するとやはり、その数もやはり 34 万強になるわけで

す。それも先ほど言いましたように重複も含めてこの数字が出てるわけですけれども、

30 万余という、30 万以上という数字は、実はこの二つの法廷とも同じ数字を提示して

いることになるわけです。だからある間違った言い方として、南京法廷では 30 万人と

言ってるけれども東京の法廷では 20 万人と言ってるというふうに誤解されている方が

おられますけれども、実はそういう事ではなくて二つの法廷においても、合計すると

30 万、正に同じ数字がここに出ているわけです。みなさんご存じだと思います。1951
年ですね、サンフランシスコ条約が成立します。その中での 11 条にですね、日本政府

はこの南京裁判も含めて連合国の裁判の結果を認め、そしてそれを忠実に施行するとい

うことを宣言しております。実は日本政府はとっくに、51 年には既にそれを明確に認

めているわけです。実はこの数字はもうひとつの面からも証明されます。それは、当時

南京において沢山の組織が死体収集と死体埋葬を行いました。各組織が行ったその収集

と埋葬では、当時それを行った人たちに一定の賃金を払うので台帳を作るわけです。そ

の中にはその死体の詳細も書かれておりますけれども、こうした各団体の数値を合わせ

ると、38 万という出ております。この埋葬記録の中で多少の重複の部分があるという

こともまた事実です。例えば、長江で流された死体はもちろん下流に流されて行ったわ

けですね。川の底に沈んだりするのと岸に打ち上げられるようなこともありました。そ

してこうした収集の団体が、打ち上げられた死体を埋葬するということもあります。と
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なるとその死体は重複するわけです。しかし、先ほども言いましたけれども、この埋葬

の資料は非常に正確なものでした。それは先ほども言いましたけれども、収集の労働者

に対して賃金を払っておりましたので、その収集の時に、その収集した遺体が男なのか

女なのかということを、どこで収集したのかということを、どこで埋葬したのかという

ことは詳細に書かれた。そうした記録が、今中国のトウアンカンにあり、保存されてお

ります。そういう意味では 38 万というのは重複も含めると言っても、そんな極端にそ

れが減るわけではありません。 
 私たちの記念館の趣旨は歴史博物館であると同時に平和発信の博物館という位置づ

けをしております。私は平和の船という形付けをしておりますけれども、前半は歴史を

象徴します。後半は平和を象徴しております。そういう意味で私は各地で平和に関わる

行事にも参加しております。これは 2001 年、サンフランシスコで行われた世界五大宗

教が一同に介して、平和祈念の行ったときです。これはアメリカの 9・11 以降に行われ

たもので、その犠牲者そして南京大虐殺の犠牲者、その他の犠牲者も共に弔うという行

事でした。そして次はとにかく素敵な面ですけれども、これまで中国がいわゆる平和学

という面がなかったわけですけれども、私たちが、記念館が日本の立命館大学に、安斉

さん、当時は課長が安斉さんでしたけれども、訪れたときに、この平和学という概念を

学ぶことができました。そして現在中国ではいくつかの大学で、この平和学という学問

が成立するようになっています。 
 この写真は平和の鐘というものです。これは在日の華僑のみなさんが寄付をしてこの

作ることができました。この鐘は先ほど言いましたように、国家公祭、追悼会、あるい

はいくつかの平和を願う行事の中で常に鳴らされております。 
 時間も残り少なくなりました。最後にこの南京大虐殺の発見が世界記憶遺産に登録さ

れたということのいきさつも含めて少しお話します。これは 2015 年の 10 月、私はこ

の記憶遺産の申請の代表団の一員としてアラブ首長国連邦のアブナビに訪れたときの

写真です。実はこの南京案件はユネスコに登録するのは中国人が最初に言ったわけでな

ないのです。実はフィリピンのカモン・パウラさんという、当時文化教育委員会の主席

でしたけれども、その方が南京の記念館に来て、そしてそこで保存されているもの、特

にそのマギーフィルムがそうでしたけれども、などを見て、これは十分に世界遺産登録

の基準に達しているということで、この方がまず最初に提案しました。当初私たちも、

南京大虐殺を、アウシュピッツと広島の原爆とこの 3 つを世界文化遺産に登録しようと

いうふうに思っていたんですけれども、その後いろいろな資料的な問題も含めて、やっ

ぱり世界記憶遺産の方が非常に適しているということで、この世界記憶遺産の方に登録

することになりました。それでこの申請の中身を少しお話させていただきます。その前

にこの記憶遺産の構造と言いますか、について若干お話したんですけれども、それは若

干飛ばさせていただきます。この登録した資料を、まずは最も大きかったのは、ジョン・

マギー牧師が撮影した 16 ㎜フィルム、オリジナルのフィルムです。そしてそのカメラ
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と。それがまずひとつ。もうひとつは埋葬記録がかなり完全な形でトウアンカン、資料

館に残っております。それがまずひとつ。そしてやはり当時の関東軍が虐殺して埋葬し

たという資料が残されております。この詳細な資料がひとつ。そうした幾つかの資料、

これは興味あると思いますけれども、その資料について申請するわけですけれども、24
人いる委員の中で検討の結果、これは全く世界記憶遺産に必要とするところ、それは、

真実性であり、世界への意義、そして唯一無二、代替性がないというこの 3 つの条件に

完全に合致しているということで申請が受け付けられます。その後、私たちは慰安婦の

問題も申請したわけですけれども、これはいろんな要因もありまして、これは通りませ

んでした。（ニュース映像を見ながら）今回の登録したそれぞれが世界遺産の基準に完

全に達していると、そしてその保存に完璧性という点でも評価されたというふうに書か

れております。これは日本政府の対応について報道されております。この登録が政治に

利用されていると、その真実性は疑わしいというふうな報道が日本でなされた、日本の

政府がそうした意見を出しているということを今（放送の映像で）やっております。 
 私は日本に来て詳細を知ったのですけれども、この世界遺産の登録に際して日本政府

が、負担金を支払わないという決定をしたということを聞きました。非常に驚きました。

その内容もこの記憶遺産が登録された基準になる真実性、あるいは世界的な意義、ある

いは唯一無二の代替性、そうした基準に対する批判ではなく、まずお金をもって圧力を

かけるというのは非常に偏狭な狭い対応だと思いますし、非常に滑稽な対応だというふ

うに私は思います。この登録は決して恨みを昇華させる、そういう目的ではもちろんあ

りません。これは平和のためにこの事実を残していく、それを皆さんの、多くの世界の

人々の共通の記憶として残す。そのためのものであるわけです。そうしたものを、日本

政府のような曲解をすること、非常に残念に思います。 
 最後になりますけれども、今日中関係はあまり良くありません。と言うよりもほとん

どどん底だと思います。しかし私は希望を持っております。この希望は中日の民間の交

流によってそれは希望となるというふうに思います。情勢としては経済においても、今

や経済の中心がアジアに移っています。日本、そして韓国、中国もですね、手を携える

ことによって新たな未来、平和な未来を築くことができる。それは正に民間の力にかか

っているというふうに、私は心から思っております。ありがとうございました。 
以 上 

 
〇報道記事 
１、人民網日本語版 2016 年 12 月 17 日 16:16 

http://j.people.com.cn/n3/2016/1217/c94474-9156249.html 
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かけるというのは非常に偏狭な狭い対応だと思いますし、非常に滑稽な対応だというふ

うに私は思います。この登録は決して恨みを昇華させる、そういう目的ではもちろんあ

りません。これは平和のためにこの事実を残していく、それを皆さんの、多くの世界の

人々の共通の記憶として残す。そのためのものであるわけです。そうしたものを、日本

政府のような曲解をすること、非常に残念に思います。 
 最後になりますけれども、今日中関係はあまり良くありません。と言うよりもほとん

どどん底だと思います。しかし私は希望を持っております。この希望は中日の民間の交
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以 上 
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「南京大虐殺の犠牲者は 30 万人を超える。これは法的な判決であり、歴史の

定説であり、変えることはできない」。中国侵略日本軍南京大虐殺遇難同胞記

念館の朱成山・元館長は 15 日に東京で行われた南京大虐殺 79 周年記念の証言

集会で、日本の市民に向けて、歴史的史料の収集に取り組んできた数十年にわ

たる苦難の経験を語るとともに、詳細で豊富な史料によって日本の右翼勢力の

史実の否定をもくろむ言論に力強く反論した。 
この集会は日本の市民団体「ノーモア南京の会」が主催したもの。歴史の真

相を理解したいと願う東京の市民は極寒の気候にも関わらず仕事帰りのラッシ

ュの中を会場まで足を運んだ。定員 100 人ほどの会場は満席で、車いすに乗っ

た障害者の姿もあった。 
朱さんと南京大虐殺の生存者・夏淑琴さんは 1994 年、日本の市民団体「銘心

会」の招待に応じて訪日し、東京、横浜、広島などを訪れ、南京大虐殺をめぐ

る講演会や証言集会を行った。その後、日本の市民団体が毎年、生存者を招待

し、日本の各地を訪れて現地の市民たちと顔を見合わせての交流を行うように

なった。2015 年までに 60 人を超える生存者が訪日し、日本の人々に自らの体

験を語り、歴史の真実を伝えた。現在、登録された生存者はわずか 107 人で、

平均年齢は 85 歳を超える。健康上の理由により、今年の証言集会には生存者を

招くことがかなわず、証言ビデオを放映するという手段を取った。 
朱さんは集会で、同記念館の館長時代にたびたび海外に行って調査したり証

言を聞き取ったりした経験を話した。史料の記載によると、南京大虐殺の発生

後、慈善団体が埋葬した遺体は 18 万 5 千人、個人が埋葬した遺体は 3 万 5 千人、

日本軍が損壊して証拠隠滅をはかった遺体が 15 万人で、各種の埋葬記録の人数

を合計すると 38 万人になる。朱さんは、「大虐殺の犠牲者は 30 万人を超える

ことは確実で、『これより多くなることはあっても、少なくなることはない』。

より重要なことは、数の問題は南京大虐殺の性質をはかる尺度ではなく、1 人で

も虐殺すれば必ず責めを負うべきだということだ。だが数の問題は虐殺の規模

や程度に関わるため、科学的に、史料に基づいて、実事求是の態度で考証を進

めなければならない」と述べた。 
日本政府は一貫して、中国侵略日本軍が 30 万人を超える南京市民を殺害した

事実を認めようとしない。朱さんは、「日本軍が南京で同胞 30 万人以上を虐殺
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したというこの数字は、極東国際軍事裁判と南京軍事法廷で認定されたものだ。

日本の右翼勢力はデータを改ざんし、当時の南京の安全区域の面積を南京市全

体の面積に置き換え、安全区域の人口を南京市の人口とし、概念をすり替える

ことによって、人に言えないような目的を達成しようともくろんでいる」と述

べた。 
朱さんは、「昨年退職してから、世界に向けて南京大虐殺の歴史の真相を語

るのをライフワークとしている。今年 12 月以降、まず大阪、神戸、名古屋など

で 11 回の講演会を行い、どの集まりにも現地の人々が多数参加してくれた。日

本社会はさまざまな面で構成されており、歴史を否定し抹殺しようとする右翼

勢力も確かに存在するが、歴史を認め、歴史に耳を傾けてともに教訓をくみ取

りたいと考える日本人も非常にたくさんいる」と述べた。 
集会を企画した甲野信夫さんは、「多くの日本人が真実の歴史を伝えようと

努力している」と述べた。以前、高校の社会科教諭をしていた甲野さんは歴史

的史料を収集する中で、当時の普通の日本人が軍隊に入り、ひとたび戦場に足

を踏み入れると、たちまち悪魔に姿を変え、無惨で非人道的な殺戮行為を行う

ということに気づいた。だが多くの日本人はこうした状況を知らない。そこで

甲野さんは「南京大虐殺証言集会」をたびたび開催し、日本の人々に歴史の真

相を理解してもらいたいと考えるようになった。歴史を心に刻むのは二度と戦

争を起こさないためだという。 
朱さんは日本の安倍晋三首相が米国ハワイの真珠湾を訪問することについて、

「第二次世界大戦でアジアでの起点となった戦場は真珠湾ではない。日本軍は

1931 年に中国東北地域を侵略し、1937 年には盧溝橋事件を起こして全面的な

中国侵略をスタートさせた。安倍首相はハワイに行って『政治ショー』をする

のではなく、南京に来て謝罪をするべきだ」との見方を示した。（編集 KS） 
「人民網日本語版」2016 年 12 月 17 日 

 
2、産経新聞 WEB 版記事 2016.12.16 13:17 

http://www.sankei.com/life/news/161216/lif1612160031-n1.html 
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テーマ：「南京大虐殺記念館」名誉館長が来日 講演で「世界記憶遺産登録を

勧めたのはフィリピンの閣僚」と主張 

「南京大虐殺記念館」名誉館長の朱成山氏が来日し、１５日夜、東京都千代田

区の在日本韓国ＹＭＣＡ国際ホールで講演した。犠牲者数や存否をめぐって議

論がある「南京事件」について、朱氏は「３０万人という被害者の数は歴史的

事実。国際法廷で出た結論だ」と述べ、「３０万人以上になるのは確実だ」と

主張した。国連教育科学文化機関（ユネスコ）記憶遺産に中国の「南京大虐殺

文書」が登録された問題では、「われわれのアイデアではない。勧めてくれた

のはフィリピンの閣僚だ」と経緯を明かした。（ＷＥＢ編集チーム 三枝玄太

郎） 

 講演は、１２月南京証言集会実行委員会の招きで、２日に来日。西日本から

順次、十数カ所を講演した。 

 朱氏は２０１１年まで２０年近く、中国・南京にある「南京大虐殺記念館」

の館長だった。産経新聞が同記念館に展示していた３点の写真の信用性が乏し

いと指摘し、写真３点を取りやめたと報じた際も「写真は１枚も変更していな

い。産経新聞は意図的に事実を歪曲した」と「厳重な抗議」を表明した人物だ。 

朱氏は「中国が建国される（１９４９年）より前に国際法廷で認定された数字

だ」とし、南京の戦犯法廷で、川や川周辺の虐殺が２８件１９万人、それ以外

に８５８件１５万人が認定されていることから３４万人になると持論を展開。

ただし、これらの統計に「重複はあると思う」とも述べた。 

 「南京事件」については、１９３７年、当時の中華民国の首都・南京を占領

した日本軍が約６週間から２カ月間にわたって多数の敗残兵や住民らを殺害し

たとされているが、いまだに犠牲者数や存否をめぐって議論がある。中国側が

「３０万人以上」と主張する犠牲者数については日本国内では支持する有識者

はほとんどいないものの、中国側の取り組みで国際的には「３０万人説」が一

人歩きしている側面がある。 

 朱氏はこの日の講演で、「名古屋で講演したとき、右翼が『南京の人口が２

０万人なのに、被害者数が３０万人に上るのはおかしい』と質問した」エピソ

ードを紹介し、１９３７年５月時点で南京の人口は１０１万人余りだったと主

張。「２０万人は国際安全区の中に収容された数だ」と反論した。面積も３・

８６平方キロというのは国際安全区の面積で、南京行政区は４７６平方キロあ

ったと説明した。 
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世界記憶遺産に中国の「南京大虐殺文書」が昨年登録されたことについては、

フィリピンの閣僚の名前を挙げ、「（米の牧師で極東軍事裁判で証人として証

言した）ジョン・マギー氏のフィルムを見た際、『これは記憶遺産になります

よ』と勧められた」と述べた。 

 マギー・フィルムとは、南京事件の犠牲者を撮影したとする１６ミリフィル

ム。多くの遺体が映っているが、戦闘で死んだものなのか虐殺されたものなの

かは分かっていない。フィルムは極東軍事裁判に証拠としては提出されていな

い。 

 最後に朱氏が「世界平和のため、一緒にがんばっていきましょう」と呼びか

けると、会場の約１５０人から拍手がわき起こった。 

 一方、在日本韓国ＹＭＣＡ国際ホールの外では、右派系の市民団体が「南京

大虐殺の集会がこちらであるそうです、それよりも（日中戦争の発端となった

盧溝橋事件の直後、北京郊外で日本人２００人以上が中国人部隊に殺害された）

通州事件を取り上げたらどうか」「日本ヘイトをやめろ」などと抗議する姿も

あった。 

 会場では、こうした団体が朱氏に質問することを呼びかけていたためか、質

疑応答はなく、報道関係者以外の参加者が会場を撮影すると、スタッフが「つ

まみ出すぞ」「誰の許可を得てやっているんだ」と声を荒らげる場面もあった。 

＜完＞ 

3、人民日報記事 2016 年 12 月 14 日 

http://blogs.yahoo.co.jp/oomihuji/18901786.html 

 人民網日本語版 2016 年 12 月 14 日 13:49 
現在の日本人は南京大虐殺の歴史をどう受けとめているのか？筆者は中国侵

略日本軍南京大虐殺遭難同胞記念館の元館長として、南京大虐殺の歴史、中日

関係、平和学の研究に 20 年余り携わっており、日本平和友好団体の招待を受け

て 2 日から 16 日まで、日本の熊本、長崎、福岡、広島、岡山、大阪、神戸、名

古屋、金沢、東京を訪問している。各地で日本社会各界の人と幅広く交流し、

南京大虐殺の歴史について 11 回講演し、南京大虐殺の歴史についての日本人の

様々な態度を自ら感じた。（文：朱成山・中国侵略日本軍南京大虐殺遭難同胞記

念館元館長） 
日本中国友好協会、日中協会など中日友好組織の日本各地の支部、日本南京
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大虐殺 60 周年全国連絡会、平和を考える日本市民の会など多くの民間組織は、

南京大虐殺の真相を広め、交流するべく長年熱心に努力してきた。1994 年から、

21 年続けて南京大虐殺の生存者を招いて日本各地で証言集会を開き、南京大虐

殺被害の史実を語り、中国侵略日本軍の残虐行為を告発してきた。南京大虐殺

の生存者はすでに高齢なため、今年は初めて南京大虐殺の生存者を日本に招か

なかった。だが京都、大阪、神戸などの平和友好組織は、生存者である夏瑞栄

さん、侯占清さんらの証言映像を放映した。京都の証言会では日本の青年がピ

アノで「和平頌」を演奏した。神戸では参加者が「紫金草、和平的花」を歌っ

た。歴史と平和を緊密に結びつけて考え、伝えている日本人は少なくない。 
だが南京大虐殺の歴史に無関心な日本人も少なくない。長崎の中学校の女性

教師、奥山忍さんによると、右翼勢力が編纂した「大東亜戦争の総括」を読ん

だために、南京大虐殺が起きたことを信じない生徒がいるという。こうした日

本の青年の状況を、良識ある日本人は深く憂慮している。 
南京大虐殺の歴史に対する現在の日本人の心理は矛盾しており、複雑だ。産

経新聞の 10 月 15 日の報道によると、日本政府は南京大虐殺の記憶遺産申請成

功に不満を表明し、国連教育科学文化機関に改めて抗議した。中国が南京大虐

殺犠牲者国家追悼式を行うことに対して、理解と賛同を示す日本人もいれば、

反日行動だと考える日本人もいる。日本各地の民間組織が次々と南京大虐殺の

歴史の証言会を開催し、南京大虐殺の歴史映像を放映しているのと比べ、この

歴史に対して日本の政府やメディアは集団で沈黙している。 
日本で筆者は、大変懸念される新たな動向も感じた。一部の日本人は侵略戦

争や南京大虐殺などの加害の歴史を認めないうえ、第 2 次大戦時の被害の歴史

も取り上げようとせず、さらには自分の子どもに広島と長崎の原爆資料館を見

学させようともしない。彼らは戦後の歴史に注目することに熱心で、世界の平

和に対する日本の貢献を喧伝する。様々な偏った教育的動機に、隣国は警戒し、

懸念せざるを得ない。（編集 NA） 「人民網日本語版」2016 年 12 月 14 日 

３、立命館大学 HP より 

http://www.ritsumei.ac.jp/mng/er/wp-museum/news/16/161209/news_161209
.html 

朱館長が立命館大学訪問について 
12 月 9 日(金)、中国の侵華日軍南京大屠殺遇難同胞紀念館の朱成山名誉館長が

来館されました。常設展や特別展「絵葉書にみる日本と中国：1894-1945」を見

学された後、国際平和ミュージアムのカセム館長、田中副館長、国際関係学部

の君島学部長（日本平和学会会長）と懇談されました。 
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 同紀念館は、2003 年 12 月国際平和ミュージアムと協力協定を締結しており、

2004 年に立命館で開催したアジアの平和博物館会議に朱成山館長（当時）が参

加。その後安斎名誉館長が中国を訪れ、朱成山館長が主催する南京の国際会議

でシンポジストを務めるなど、当館とも深い関わりがあります。 

 現在中国では 200 もの戦争博物館があり、博物館発信による平和学の概念も

広まりつつあることを背景に、学術研究交流（シンポジウム等）や博物館資料

貸借など、両館の今後の連携・協力や中国国内の博物館と当館が交流をはかっ

ていく可能性について懇談がされました。12 月 1 日、国際平和ミュージアムに

平和教育研究センターが設置されましたので、そこを拠点に国内外の博物館や

研究機関と連携したグローバルな学術交流の促進について検討がされることに

なります。 

＜完＞ 
 
以上です。 
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貸借など、両館の今後の連携・協力や中国国内の博物館と当館が交流をはかっ

ていく可能性について懇談がされました。12 月 1 日、国際平和ミュージアムに

平和教育研究センターが設置されましたので、そこを拠点に国内外の博物館や

研究機関と連携したグローバルな学術交流の促進について検討がされることに

なります。 

＜完＞ 
 
以上です。 

安重根義士殉国 104 周期追悼及び
国際交流会晩餐会の挨拶

人間自然科学研究所理事長 
小松昭夫

　皆様こんばんは。 
　今日、 安重根義士殉国 104 周期を迎える記念すべく場所にご招待いただきありがとうございました。ご招待
いただきました、安應模理事長はじめ、関係者の皆様、そして、ご臨席いただきました皆様に感謝を申し上げ
ます。 
　私は、安義士について、ここにいらっしゃる皆様ほどは勉強が出来ていないと思いますが、私なりに彼につ
いて色々と研究をしてまいりました。 
　私は、安重根義士は、民族の英雄だけに止まらず人類の英雄にするべきと思います。 （拍手）
　今日、韓国の朴槿恵大統領がオランダーのハーグに世界核安保会議に参加されています。 
　ハーグは、 李準烈士が 100 余年前、 万国会議場で 世界列強に向けて、朝鮮の独立国であることを知らせよ
うとしたの都市です。 しかし、彼のその願望が叶わなく、泊まったホテルで死体で見つかりました。その現
場に李準記念官が出来ている、 韓国においては、辛い時代の歴史の現場という 、意味ある場所であると認識し
ています。 
　私は、2 年前、ハーグの李儁記念館を訪問したことがあります。 
　その場所でも安重根義士を世界に知らせるようにしなければならないと思い、安重根義士崇慕会の安理事長
のご協力とご了解、また原本の所持者の方の了解を得て、安重根義士の遺墨『独立』の書のレプリカをハーグ
の李儁記念館にお渡しし、現在も展示されています。 （拍手）
　また、先月は中国のハルビン駅内の安重根記念館も訪問してきました。 
　そこを見に来たたくさんの人を見て、安重根義士は、ますます世界の英雄とされて行くことを確信しました。 
　安重根義士は、獄中で 未完成傑作『 東洋平和論 』 を残しました。 
　当時は、今のような交通手段がなかったので、もっと広い世界を見て歩くのはそう簡単ではない時代であり
ました。おそらく彼は『 世界平和 』をイメージして『東洋平和論』を書いたのではないかと思います。（拍手）
　最近のウクライナのクリミア半島の動きや、北朝鮮のミサイル発射など、今世界はとっても混迷をしていま
す。 
　しかし、夜が開ける前が一番暗いという話しがありますように、今の時代は、 人類の明るい未来が開く直前
であると認識しています。それは、このような混乱をどのように活かしていくかによるものでしょう。 
　これまで 25 年あまり、人間自然科学研究所を通じて、いろんな活動をしてきましたが、私ももうすぐで古
希を迎えるようになります。 
　もうそろそろ、今までの活動の花を咲かせ、実るようにしなければならない時期がきていると思いますので、
皆様の応援とご協力をよろしくお願い致します。 
　ありがとうございました。

朝鮮半島と日本列島の使命より

2014.03.26

感想：金美正
　短い挨拶の中に、安義士に対する限りない尊敬の表明、安義士はひとつの民族の英雄ではなく、人類の英雄
という表現を日本人の小松社長から聞かされて、参席者の皆様はとても嬉しかったと思います。そこで烈々拍
手と歓声がありました。 
　ハーグの『独立』の書の寄贈、ハルビン駅の記念館訪問を通じた実際の行動を聞いて、彼を本当の世界の英
雄と思っていることが証明出来、これまで小松社長の活動を良く知らなかった人にも強い認識が出来たと思い
ます。 
　100 年前と現時代の違いから見る安義士の東洋平和論の再評価の発言についても、大きな感銘を受けている
と思いました。 
　人間的には、70 歳の古希を迎えるに当たっての気持ちを、淡々と述べましたので、これまでの活動が人類
史における使命感を持って、真摯に果たそうとする気持ちで行って来たことを共感してもらえたのではないで
しょうか？ 
　通訳が終わって席に戻ったら、回りの方から社長の挨拶に「とっても感銘を受けた」というお礼をたくさん
貰いました。 
　素晴らしいスピーチ、韓国人として感謝申し上げます。 ありがとうございました。
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日本大使館前、ベルタ・フォン・ズットナーと少女像が並ぶ  

  
                            小松昭夫 人間自然科学研究所理事長 
  

2015 年 5 月 11 日(月)  
小林泰久  

  
はじめに  
小松電機産業株式会社、人間自然科学研究所は人類の「和文化」が始まるために、

1994 年の研究所設立より、平和、環境、健康に携わる事業を続けている。特に、韓国

独立記念館、安重根義士紀念館、中国南京記念館、抗日戦争記念館、露国、米国、

欧州の、国民の誇りを担う重要な機関に、日本人代表として小松昭夫理事長が献花

寄付を行い、国家のトップとも話し合いができるプラットフォームづくりを行い、2013 年

には「世界の平和事業家 20 人」に選ばれ、ハーグ市庁舎で展示を受けた。  
 こうした背景をもとに昨年 11 月 23 日、松江市の「くにびきメッセ」にて 600 人が集ま

り、「八雲立つ出雲から陽が昇る」を開催。カーネギー財団が発注した女性初のノーベ

ル平和賞受賞者ベルタ・フォン・ズットナー像を制作し、その後小松理事長の発注で 2
号像、3 号像を制作した、イングリッド・ロレマ氏を招き、3 号像の披露とともに、今後の

鋳造については「小松氏に任せます」との承諾を受けた。  
 一方、人間自然科学研究所は 2013 年に、島根県議会の意見書決議を受けて「お

礼」を伝えるために訪日した、元慰安婦の李 容洙（イヨンス）さんの来県を「未来に生

かす」という視点で、県議会議長が面会を拒否するなか受け入れた。  
 この経緯のなか、在韓日本大使館前にある、日本大使館をみつめる少女像、また米

国内各地である少女像や慰安婦の碑に、対立点を明確にした意義を見出し、これが

次々とズットナー像に変わり、対立統合発展の象徴となり、人類発展を示す具象となる

ことを提唱した。  
 いま、19 世紀末から 20 世紀初頭に掛けて、明治維新と殖産興業によってアジアで

最初に産業革命を起こし、西欧からアジアへ産業を広げる発端となった日本の産業遺

構の世界産業遺産暫定リストへの登録と、「慰安婦」をユネスコ世界記録遺産にするよ

う韓国、中国、朝鮮、オランダ、台湾、フィリピンが共同で登録実現に向かい始めた、こ

の対立点を生かし、天の時を得て、在韓日本大使館前にある少女像の前で、ベルタ・

フォン・ズットナーのパネルを据え、記録に残した。ここに至るまでは、小松電機産業が

韓国に置く KOMATSUKOREA のメンバーとの議論、それを受けた代表者としての

判断と行動がある。  
  

朝鮮半島と日本列島の使命
－３大核大国の結節点から和の時代が始まる－

2011 年 2 月 22 日　初版

人間自然科学研究所ホームページから
ダウンロードしてご覧いただけます。
http://www.hns.gr.jp/e-books/index.html

晩餐会にて

式典の様子
遺家族と一緒に写真（前右：安義士の孫娘、後ろの左 4 番目曾孫さん）

朝鮮半島と日本列島の使命より
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最初に産業革命を起こし、西欧からアジアへ産業を広げる発端となった日本の産業遺

構の世界産業遺産暫定リストへの登録と、「慰安婦」をユネスコ世界記録遺産にするよ

う韓国、中国、朝鮮、オランダ、台湾、フィリピンが共同で登録実現に向かい始めた、こ

の対立点を生かし、天の時を得て、在韓日本大使館前にある少女像の前で、ベルタ・
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月面着陸を果たしたニール・アームストロング船長の言葉。  
「これは一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとっては偉大な飛躍である」  
  
  
協議  
小松昭夫  
小松電機産業代表取締役、コマツコリア代表理事、人間自然科学研究所理事長  
金顕哲顧問  
尹熙竣コマツコリア代表理事  
金美正理事  
小林泰久（小松電機産業情報システム部）  
  
場所 ソウル市内ホテル  
  
平成 27 年 5 月 11 日夜、金顧問、尹代表理事、金理事、社長と５人で展示会会場に

近く花火が見えるホテルのロビーで約３時間半のミーティングを行いました。  
社長がズットナーパネルを持って慰安婦像の前で写真を撮るのがなぜ今のタイミング

ですかと尹さんが質問したところ、小松社長より「外燃機関によって蒸気機関が生まれ、

繊維産業が始まった。これが第一次産業革命。第二次産業革命は内燃機関の誕生。

明治維新により日本に殖産興業というかたちで導入され、これが西欧から始まった産

業革命がアジアに広がる出発点となった。第三次はミッドウェー海戦に見られる情報

革命で米国から始まっている。そしていま第四次産業革命が始まった。アジアで初め

て産業革命を成し遂げたということでイコモスがそれに関係する施設を世界遺産に推

薦した。普通は、世界遺産だったら１カ所だが、日本全国で分散している。国家として

とらえてイコモスが人類に重要な遺跡物だということで推薦した」と話がありました。  
  
  
参考サイト  
http://www.fnn-news.com/news/headlines/articles/CONN00291746.html  
  
  
 「韓国人は小松理事長を友好的な日本人の一人だと思っているのに、慰安婦像の

前でズットナー像のパネルを持って写真を撮るのは立場上、やめたほうがいい」と金顧

問より助言がありました。小松理事長は「皇族の子供の名前と猿の名前を一緒にしたこ

と」、「世界遺産にする強制労働や慰安婦の方の問題や強制労働の問題」など、そこ
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にある対立を引き込む、など例を持って話をされた。  
「ズットナーと慰安婦の関係についてだれもが共感できるかどうか」と尹さんが話し、

「共感をする前に議論をする必要がある。そのためのステージと考えている」と小松理

事長が答えた。  
 金顧問が「なんで日本大使館の前にある少女の像のところでズットナーのパネルを

出す必要があるんですか。もし韓国の人がそんなことしたら大事ですよ。私は韓国で

活動している理事長のことを思って止めています。だからもう少し考えてください」と再

度助言したところ、「ズットナー像と慰安婦像のつながりが分からない、しかし共通して

いることは銅像ということだけ、そして今のままではいけないということだけ、それ以外は

やってみないとわからない」と小松社長が答えました。  
 「日本は歴史のあったことを話さない。悪い事も良い事も歴史、良い事は言うけども

悪い事は言わない、そこが問題になって現状がある。韓国で私が紹介した人たちは、

小松理事長が 10 万円の資金と 5 万円の車で小松常務と２人でポンプ修理から始め

たことはみんな知っている。そして世界の事業者はみんなそういった事が大事だという

こと、模範となると言ってきている。私は小松理事長のためを思っています。だからもう

少し深刻に捉え真剣に考えてください。日本が悪いとは私もあまり言っていません、両

国がお互いに話し合いながらやらないといけないという事をいつも話しています。門番

が韓国で販売されてこれまで約 23 年たち、今後これをより多く販売していくのに大使

館の前に行って写真をとるなどそういったパフォーマンスをすることはもう少し考えてく

ださい」。と金顧問より再度助言をされた。  
それに対し小松理事長は、「一晩考えて結論を出します。私は物事を 0.1 秒前まで考

える」と答えた。  
金美正さんが「社長がなかなか判断してくれないから夜も寝れなかったけど、今夜考え

てくださるときいて良かった」と言われいったん場が和んだ。  
  
  
 また小松社長は「共感のステージを作ってわざと対立を作り、統合発展にもっていく

ことを経営という」と話され、現在、富山県の高岡で制作している日本製ズットナー胸像

をまずは確認して、できればその日に島根に移動させる。そのあと ANA に依頼してヨ

ーロッパにズットナーを運ぶ」と話された。  
 「小説『悠久の川』で、意宇川とライン川が繋がった。それと同じようにズットナーと慰

安婦像が繋がった。それはイヨンスさんが島根に来なかったら繋がっていなかった」と

小松社長。金美正さんは「繋がってしまったことに対し、だれも文句はいえないけど、ま

わりがそれは無理ですやめた方が良いですと言った場合は考えて頂きたい。韓国の

人の中では、大使館の前に少女の像を置く事に対して、なぜそんな像をわざわざ大使

月面着陸を果たしたニール・アームストロング船長の言葉。  
「これは一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとっては偉大な飛躍である」  
  
  
協議  
小松昭夫  
小松電機産業代表取締役、コマツコリア代表理事、人間自然科学研究所理事長  
金顕哲顧問  
尹熙竣コマツコリア代表理事  
金美正理事  
小林泰久（小松電機産業情報システム部）  
  
場所 ソウル市内ホテル  
  
平成 27 年 5 月 11 日夜、金顧問、尹代表理事、金理事、社長と５人で展示会会場に

近く花火が見えるホテルのロビーで約３時間半のミーティングを行いました。  
社長がズットナーパネルを持って慰安婦像の前で写真を撮るのがなぜ今のタイミング

ですかと尹さんが質問したところ、小松社長より「外燃機関によって蒸気機関が生まれ、

繊維産業が始まった。これが第一次産業革命。第二次産業革命は内燃機関の誕生。

明治維新により日本に殖産興業というかたちで導入され、これが西欧から始まった産

業革命がアジアに広がる出発点となった。第三次はミッドウェー海戦に見られる情報

革命で米国から始まっている。そしていま第四次産業革命が始まった。アジアで初め

て産業革命を成し遂げたということでイコモスがそれに関係する施設を世界遺産に推

薦した。普通は、世界遺産だったら１カ所だが、日本全国で分散している。国家として

とらえてイコモスが人類に重要な遺跡物だということで推薦した」と話がありました。  
  
  
参考サイト  
http://www.fnn-news.com/news/headlines/articles/CONN00291746.html  
  
  
 「韓国人は小松理事長を友好的な日本人の一人だと思っているのに、慰安婦像の

前でズットナー像のパネルを持って写真を撮るのは立場上、やめたほうがいい」と金顧

問より助言がありました。小松理事長は「皇族の子供の名前と猿の名前を一緒にしたこ

と」、「世界遺産にする強制労働や慰安婦の方の問題や強制労働の問題」など、そこ



68

2015 年 5 月　日本大使館前　慰安婦像とズットナー像を並べて撮影

館の前に置く必要があるかと言う人もいる」話をされ、顧問も同意された。  
  
  
 「今度、日本大使館は場所を変える、すでに業者も決まっていて、近くのビルの３〜4
フロアを改装して移動することが決まっている。慰安婦像が出来たのはいいことだと思

う、経営も一緒で始めることは簡単、続けることは大変、そして辞めるときはもっと大変

なんです。銅像も一緒で、これをいつまで、どうするのか、出口がむずかしい。出口を

考えてから入らないといけない」と小松社長は、経営に関する考えとあわせて話をされ

た。  
 金美正さんはそれに対し、「銅像の前で写真を撮る事は普段みんなやっていることな

のでいいですが、その写真を撮った後にどのように使うかによってこれからの

KOMATSU KOREA の活動にも大きく影響してくることなので十分に考えて行動して

いただきたい」と再度話をされ、「わかりました、一晩考えてから決断します」と小松社

長が話され、夜のミーテリングを終えた。  
 

 
翌日 11 日の朝から金美正さんに来ていただき現地に送っていただき日本大使館前

にある慰安婦像の前に行き写真を撮りました。撮影には 11 月 23 日のイベント時に作

成した等身大パネルを持参しました。 
送っていただいた時には、徴兵制で警察の機動隊に配属された方の他に一般の方も

多くいました。私は撮影が終わるまで緊張し等身大パネルを車に忘れていき、社長と

二人で慰安婦像前までいき指摘され車に戻りパネルを箱に入れた状態で持って行き

ました。 
像の近くで開梱し撮影をする準備をしていると機動隊員がやってきましたが韓国語で

話しかけられたが、「日本語の分かる方を呼んでください」と日本語で返すと３人目に

日本語が話せる警官がやってきました。 
 
「何をされようとしていますか？」と機動隊員から質問され、社長より「ズットナー像と一

緒に慰安婦像と写真を撮りたい」と話をされ、11 月 23 日のシンポジウムパンフレットに

書かれたズットナーの紹介文を機動隊員にズットナーの説明をされると、日本語のでき

る機動隊員が最初に来た２名の機動隊員に通訳されました。 
また、朝鮮半島と日本列島の使命に書かれている安重根義士の孫・曾孫と社長が写

っている写真と、会社案内に掲載する独立記念間訪問の写真を見せ、撮影の許可を

いただきました。 
しかし撮影した後に、インターネットなど公共の媒体に掲載することはやめてくださいと
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言われました。 
 

 

まず、ズットナー像の等身大パネルを慰安婦像の横に置き一礼をし、慰安婦像の後ろ

に貼られていた安重根義士の写真にも一礼をしました。 

 

 

館の前に置く必要があるかと言う人もいる」話をされ、顧問も同意された。  
  
  
 「今度、日本大使館は場所を変える、すでに業者も決まっていて、近くのビルの３〜4
フロアを改装して移動することが決まっている。慰安婦像が出来たのはいいことだと思

う、経営も一緒で始めることは簡単、続けることは大変、そして辞めるときはもっと大変

なんです。銅像も一緒で、これをいつまで、どうするのか、出口がむずかしい。出口を

考えてから入らないといけない」と小松社長は、経営に関する考えとあわせて話をされ

た。  
 金美正さんはそれに対し、「銅像の前で写真を撮る事は普段みんなやっていることな

のでいいですが、その写真を撮った後にどのように使うかによってこれからの

KOMATSU KOREA の活動にも大きく影響してくることなので十分に考えて行動して

いただきたい」と再度話をされ、「わかりました、一晩考えてから決断します」と小松社

長が話され、夜のミーテリングを終えた。  
 

 
翌日 11 日の朝から金美正さんに来ていただき現地に送っていただき日本大使館前

にある慰安婦像の前に行き写真を撮りました。撮影には 11 月 23 日のイベント時に作

成した等身大パネルを持参しました。 
送っていただいた時には、徴兵制で警察の機動隊に配属された方の他に一般の方も

多くいました。私は撮影が終わるまで緊張し等身大パネルを車に忘れていき、社長と

二人で慰安婦像前までいき指摘され車に戻りパネルを箱に入れた状態で持って行き

ました。 
像の近くで開梱し撮影をする準備をしていると機動隊員がやってきましたが韓国語で

話しかけられたが、「日本語の分かる方を呼んでください」と日本語で返すと３人目に

日本語が話せる警官がやってきました。 
 
「何をされようとしていますか？」と機動隊員から質問され、社長より「ズットナー像と一

緒に慰安婦像と写真を撮りたい」と話をされ、11 月 23 日のシンポジウムパンフレットに

書かれたズットナーの紹介文を機動隊員にズットナーの説明をされると、日本語のでき

る機動隊員が最初に来た２名の機動隊員に通訳されました。 
また、朝鮮半島と日本列島の使命に書かれている安重根義士の孫・曾孫と社長が写

っている写真と、会社案内に掲載する独立記念間訪問の写真を見せ、撮影の許可を

いただきました。 
しかし撮影した後に、インターネットなど公共の媒体に掲載することはやめてくださいと
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月 日の写真の使用許可に至るまでのプロセス

文責：小松コリア 尹煕竣

年 月 日（水）

時ごろ、小松社長から電話があり、 月 日に駐韓日本大使館・慰安婦像の前でとっ

た写真の中に、社長と握手していた警備隊員の写真などを 分程度の活動あゆみ映像に使

いたいので、その方・部隊に意見・確認をとってほしいとの指示がありました。

すでに研究所のＨＰにアップしているので確認してほしいとのことでした。

直ちに本社の小林さんに連絡をし、その当時とった写真をすべてマネージから頂きました。

研究所のＨＰにアップしている映像も確認しました。

午前中、小松コリアの取り急ぎ業務を済まし、午後から対応を取りました。

：

まず、ソウル地方警察庁に連絡し伺うと、当日にどの部隊が警備したのかもわからないし、

わかったとしても保安上教えるのが難しいと言われました。

：

ネットで検索し、ソウル地方警察庁機動隊のホームページを見つけましたが、部隊名がわ

からないと教えてくれないと思って、当日の写真をもう一度詳細に観察してみると、小松

社長がズットナー像のパネルと慰安婦像に一礼する写真の中に、機動隊バースがあり、そ

の裏側に小さく部隊名が書かれていることを確認することが出来ました。ソウル地方警察

庁 機動部隊

：

ソウル地方警察庁機動隊に電話し、これまでの流れを話しすると、 機動部隊に繋いでく

れました。

＜対応者：李・ソボウ巡視＞

小松社長の紹介と、当日の流れ、そして現在その写真の使い方について相談したところ、

①そもそもその場にいる機動隊員は民間人と写真をとってはいけない。小松さんが写真を

とろうとしたときに彼らは避けないといけなかった。

②当部隊名を写真の中で確認したと言うが、皆さんが部隊のバースをとってもいけないが、

その写真を撮れたのも機動隊に過ちがある。

③よって、日本大使館やその周辺の写真を使うのは何とも言えないが、当機動隊員とバー

スが写されている写真を使用するのはやめてほしい。

2015 年 5 月　日本大使館前　慰安婦像とズットナー像を並べて撮影

それぞれへ一礼をすませてから慰安婦像とズットナー像を並べて記念撮影を行いまし

た。その際に、回りに機動隊員が６人くらい待機している状態でした。 

 

３人目の日本語が話せる機動隊員に、朝鮮半島と日本列島の使命、ズットナー冊子、

会社案内、シンポジウムパンフレットをそれぞれ２冊と社長の名刺を渡しました。 
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月 日の写真の使用許可に至るまでのプロセス

文責：小松コリア 尹煕竣

年 月 日（水）

時ごろ、小松社長から電話があり、 月 日に駐韓日本大使館・慰安婦像の前でとっ

た写真の中に、社長と握手していた警備隊員の写真などを 分程度の活動あゆみ映像に使

いたいので、その方・部隊に意見・確認をとってほしいとの指示がありました。

すでに研究所のＨＰにアップしているので確認してほしいとのことでした。

直ちに本社の小林さんに連絡をし、その当時とった写真をすべてマネージから頂きました。

研究所のＨＰにアップしている映像も確認しました。

午前中、小松コリアの取り急ぎ業務を済まし、午後から対応を取りました。

：

まず、ソウル地方警察庁に連絡し伺うと、当日にどの部隊が警備したのかもわからないし、

わかったとしても保安上教えるのが難しいと言われました。

：

ネットで検索し、ソウル地方警察庁機動隊のホームページを見つけましたが、部隊名がわ

からないと教えてくれないと思って、当日の写真をもう一度詳細に観察してみると、小松

社長がズットナー像のパネルと慰安婦像に一礼する写真の中に、機動隊バースがあり、そ

の裏側に小さく部隊名が書かれていることを確認することが出来ました。ソウル地方警察

庁 機動部隊

：

ソウル地方警察庁機動隊に電話し、これまでの流れを話しすると、 機動部隊に繋いでく

れました。

＜対応者：李・ソボウ巡視＞

小松社長の紹介と、当日の流れ、そして現在その写真の使い方について相談したところ、

①そもそもその場にいる機動隊員は民間人と写真をとってはいけない。小松さんが写真を

とろうとしたときに彼らは避けないといけなかった。

②当部隊名を写真の中で確認したと言うが、皆さんが部隊のバースをとってもいけないが、

その写真を撮れたのも機動隊に過ちがある。

③よって、日本大使館やその周辺の写真を使うのは何とも言えないが、当機動隊員とバー

スが写されている写真を使用するのはやめてほしい。

それぞれへ一礼をすませてから慰安婦像とズットナー像を並べて記念撮影を行いまし

た。その際に、回りに機動隊員が６人くらい待機している状態でした。 

 

３人目の日本語が話せる機動隊員に、朝鮮半島と日本列島の使命、ズットナー冊子、

会社案内、シンポジウムパンフレットをそれぞれ２冊と社長の名刺を渡しました。 
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ここで、尹が光復 周年ソウル記念事業市民委員会の話しと安重根記念館との関係などを

もう少し具体的に話すると、李巡視より、それでは具体的な団体名と活動内容がわかるも

のがあるのかと言われ、詳細はメールで送信すると返しました。

：

機動部隊に以下のメールを送りました。

ソウル地方警察庁 機動部隊

李・ソボウ巡視様

こんにちは。

本日は、お忙しい業務時間の中、時間をとって頂きましてありがとうございました。

私は、先ほど写真の件で電話しました（株）小松コリアの尹煕竣と申します。

電話上で簡単に申し上げましたが、本日は日本島根県出身の事業家であり、平和活動家の

小松昭夫氏のお願いを受け、メールをさせていただきます。

財団法人人間自然科学研究所 理事長

韓国独立記念館に日本人としては初めて喧嘩と寄付をすることができた方で、

安重根記念館とも深い関わりがあり、昨年は慰安婦の方を日本島根県にお招き

し講演会を開催するなど、韓国とも多くの縁をお持ちの方です。

詳細は研究所ホームページから確認することができます。

今年、安重根記念館のご推薦により、ソウル市が主催する“光復 周年ソウル

市記念事業市民委員会” 人の中に唯一日本人として選定され、その委員会の

ため、毎月わざと時間をとって私費で訪韓中でありました。

その中、 月訪韓中（ 月 日 時ごろ）会社の部下 名と共に、駐韓日本大

使館の前にいる慰安婦少女像と安重根義士写真の前で一礼をし、現在、本人が

平和事業の一環として進めているオーストラリア出身の反戦小説家であるベル

タ・フォン・ズットナー（女性で初めてノーベル平和賞を受賞）の像のパネルを慰安婦像

の隣に置き、写真を取ろうとする準備をしていると機動隊員がやってきましたが、韓国語

で話しかけられたので、「日本語の分かる方を呼んでください」と日本語で返すと、日本語

が話せる機動隊員がやってきたと言われました。

本人より、ズットナー像と一緒に慰安婦像と写真を撮りたいことをお伝え、ズットナー
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の紹介文やお持ちの小冊子などをお渡しし、写真を見せながら具体的な話をすると、それ

を受け仲間と協議し、撮影の許可を頂いたと言われました。

小松氏と握手する写真などは、インターネットなど公共の媒体に掲載することはやめてく

ださいと言われました。

日本に戻り、これまでの活動あゆみ映像を作っている中、これからの流れを考えてもその

当時の写真をお使いできればと思ったみたいです。

その当時、優しくご対応して頂いた機動隊員の皆さんにはご迷惑をお掛けしない気持ちで

ありますが、平和事業活動を共にする関係者との交流や提案活動などに添付し、使用でき

ることが可能か、ご確認をお願いしたいしだいです。

改めて、お忙しい時間を頂きましてありがとうございました。

ご確認とご返信メールをよろしくお願いします。

ありがとうございました。

上記もメールと共に以下の写真を添付しました。

ここで、尹が光復 周年ソウル記念事業市民委員会の話しと安重根記念館との関係などを

もう少し具体的に話すると、李巡視より、それでは具体的な団体名と活動内容がわかるも

のがあるのかと言われ、詳細はメールで送信すると返しました。

：

機動部隊に以下のメールを送りました。

ソウル地方警察庁 機動部隊

李・ソボウ巡視様

こんにちは。

本日は、お忙しい業務時間の中、時間をとって頂きましてありがとうございました。

私は、先ほど写真の件で電話しました（株）小松コリアの尹煕竣と申します。

電話上で簡単に申し上げましたが、本日は日本島根県出身の事業家であり、平和活動家の

小松昭夫氏のお願いを受け、メールをさせていただきます。

財団法人人間自然科学研究所 理事長

韓国独立記念館に日本人としては初めて喧嘩と寄付をすることができた方で、

安重根記念館とも深い関わりがあり、昨年は慰安婦の方を日本島根県にお招き

し講演会を開催するなど、韓国とも多くの縁をお持ちの方です。

詳細は研究所ホームページから確認することができます。

今年、安重根記念館のご推薦により、ソウル市が主催する“光復 周年ソウル

市記念事業市民委員会” 人の中に唯一日本人として選定され、その委員会の

ため、毎月わざと時間をとって私費で訪韓中でありました。

その中、 月訪韓中（ 月 日 時ごろ）会社の部下 名と共に、駐韓日本大

使館の前にいる慰安婦少女像と安重根義士写真の前で一礼をし、現在、本人が

平和事業の一環として進めているオーストラリア出身の反戦小説家であるベル

タ・フォン・ズットナー（女性で初めてノーベル平和賞を受賞）の像のパネルを慰安婦像

の隣に置き、写真を取ろうとする準備をしていると機動隊員がやってきましたが、韓国語

で話しかけられたので、「日本語の分かる方を呼んでください」と日本語で返すと、日本語

が話せる機動隊員がやってきたと言われました。

本人より、ズットナー像と一緒に慰安婦像と写真を撮りたいことをお伝え、ズットナー
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：

機動部隊より、以下のメールを送りました。

こんにちは。

ソウル警察庁 機動部隊 行政チーム長 金・ヒジョンと申します。

送っていただいたメールと写真は確認しました。

内容を読む限り、非常に大切なお仕事をされている方だと考えました。

しかし、念のために以下の内容を送ります。

写真の中に登場する警察官・機動隊員と小松昭夫氏が一緒にいる写真により、

その警察官・機動隊員又は韓国政府が小松昭夫氏の活動を支援又は擁護すると誤解を招く

のは避けたいところです。

その部分は敏感な部分であるため、写真のせいで、誤伝されてはならないようにしてくだ

さい。お使いの際には、

―どのようにお使いしたいのか

―もし、こちらから削除の要請があった場合は直ちに削除しないといけません。

立場上、貴様の良い意図とは反する消極的なメールになったからも知りませんが、平和活

動も含め、小松氏と（株）小松コリアの更なる発展をお祈りいたします。－金・ヒジョン

：

機動部隊に以下のメールを送りました。

ソウル地方警察庁 機動部隊 行政チーム

金・ヒジョンチーム長様

こんにちは。

お忙しい中、早速のメールを頂き、ありがとうございました。

チーム長がご心配されている「その警察官・機動隊員又は韓国政府が小松昭夫氏の活動を

支援又は擁護すると誤解を招く恐れがある」ことは良くわかりました。

今、お使いとして考えている映像を研究所ホームページにアップしておりますので、ご確
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認をお願いします。

機動隊員の写真は 分 秒くらいに登場します。

確認の上、ご連絡をお願い申し上げます。

ありがとうございました。

（株）小松コリア 尹煕竣

年 月 日（木）

：

お昼が過ぎても連絡がなく、尹から 機動部隊に連絡を入れました。

すると、李・ソボウ巡視が電話に出られ、昨日の映像を送ってから連絡を待っていること

をお伝えたところ、

「昨日の夜、金チーム長とその映像を拝見しました。小松さんの活動映像の並びの中で、

最後のほんの一部のところに登場したので、特に問題ないと思いました」

「しかし、昨日メールにも書きましたが、①その映像を使って、警察官・機動隊員又は韓

国政府が小松昭夫氏の活動を支援又は擁護すると誤解を招くような発言・行為はやめてく

ださい。②慰安婦・少女像、警備隊の名誉を害するところには使わないでください」

「機動隊員の写真がでる 分 秒くらいからの映像の下に、“警察官・機動隊員が小松昭

夫氏の活動を支援又は擁護していることではありません”と文字を入れてください」

「最後に、写真の以下の部分を取り除き、お使いください」

：

機動部隊より、以下のメールを送りました。

こんにちは。

ソウル警察庁 機動部隊 行政チーム長 金・ヒジョンと申します。

送っていただいたメールと写真は確認しました。

内容を読む限り、非常に大切なお仕事をされている方だと考えました。

しかし、念のために以下の内容を送ります。

写真の中に登場する警察官・機動隊員と小松昭夫氏が一緒にいる写真により、

その警察官・機動隊員又は韓国政府が小松昭夫氏の活動を支援又は擁護すると誤解を招く

のは避けたいところです。

その部分は敏感な部分であるため、写真のせいで、誤伝されてはならないようにしてくだ

さい。お使いの際には、

―どのようにお使いしたいのか

―もし、こちらから削除の要請があった場合は直ちに削除しないといけません。

立場上、貴様の良い意図とは反する消極的なメールになったからも知りませんが、平和活

動も含め、小松氏と（株）小松コリアの更なる発展をお祈りいたします。－金・ヒジョン

：

機動部隊に以下のメールを送りました。

ソウル地方警察庁 機動部隊 行政チーム

金・ヒジョンチーム長様

こんにちは。

お忙しい中、早速のメールを頂き、ありがとうございました。

チーム長がご心配されている「その警察官・機動隊員又は韓国政府が小松昭夫氏の活動を

支援又は擁護すると誤解を招く恐れがある」ことは良くわかりました。

今、お使いとして考えている映像を研究所ホームページにアップしておりますので、ご確
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＜今回のやり取りで感じたこと＞

①小松電機、研究所の活動のあゆみ映像が、全体の流れを変えることができた

②単なる報告やお伝えではなく、使用許可（目的）を取るためにはどの視点、順序、分析

が必要なのかを明確にして接近すること

③三方よしの視点がもっとも大事

④自分の考えでこれはできる・できないを判断する前に、まず相手に聞いてみること

小松社長は、この「活動のあゆみ」をソウル記念事業市民委員会又はソウル副市長・市

長までにもまず見てもらいたいと考えていますが、

その入り口として、今回のソウル記念事業市民委員会の「委嘱状」に書かれている①「光

復の意味を広く知らせるため、知恵を出し合ってください」との整合性を考察した文書化、

②映像の韓国語バージョンの制作、と共に提案の準備を進めるべきではないかと考えまし

た。

※小松コリアは展示会後のフォーロの関係もありますので、何とか本社側で「活動あゆみ」

韓国語バージョンの制作をお願いします。（堀江・金ユジンさん、ご協力をお願いします）

同じことを観ても、それぞれの立場や経験、これからの目標・目的によって違っていく

と教わりました。

文書の最後として、小松社長に一つ質問したいことがありますが、映像の 分 秒か

ら須藤弥平兵⇒慰安婦少女像⇒武器をすてよ！⇒ズットナー像の順番で映像が流れますが、

それが持つ「意味と狙い」は何処にありますでしょうか。

「共感の場をつくり、対立を呼び込み、輪の文化創造へ」と書かれていますが、歴史か

ら生まれた怨念、そして現在・未来に想定される対立のエネルギーを資源としてどのよう

に捉えるかは、良い経営素材だと思いますので、わかりやすくご指導をよろしくお願いし

ます。

以上

周藤彌兵衛
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光復 70 周年 記念作業 市民委員会 会議 
2015 年 7 月 24 日 
21 名参加そのうち小松社長が唯一の日本人として参加 
場所 ソウル市中区 ソウル市役所 8 階 
進行 李マンウオル スンミョン女子大学名誉教授 
 
三回に及ぶ市民委員会は、来月の行事開始を前に、市が発注した行事全体の芸術監督より、

8 月の各事業の報告を受け、承認する内容だった。 
この中で、05 年に会社研究所として訪問団を組み、献花をした西大門がクローズアップさ

れた。西大門刑務所では新たに、独立運動家数十名を刻んだ石碑をつくり、一部リニュー

アルし、光復 70 年事業の中心的な建物として事業推進にあたることになった。 
 
小松理事長は、司会の李マンウオル名誉教授の紹介を受け、「活動のあゆみ」5 分の映像を

全員で見たあと、挨拶した。 
 
李名誉教授 
小松理事長は「竹島の日」を制定した島根県出身であり、HNS 人間自然科学研究所の理事

長を務めています。日本人として初めて、独立記念館に寄付し、日本人として、安重根義

士紀念館の推薦でこの委員会に参加して頂いています。 
安重根義士の東洋平和論について、島根県で講演会を開催されたこともございます。この

委員会の参加は三回目で、飛行機に乗ってこの日のためにいらっしゃった。こうやって、

北東アジア、私達ソウル市民、それから韓日関係に役割を果たし、努力していただきたい。

拍手で迎えましょう。 
 

＜今回のやり取りで感じたこと＞

①小松電機、研究所の活動のあゆみ映像が、全体の流れを変えることができた

②単なる報告やお伝えではなく、使用許可（目的）を取るためにはどの視点、順序、分析

が必要なのかを明確にして接近すること

③三方よしの視点がもっとも大事

④自分の考えでこれはできる・できないを判断する前に、まず相手に聞いてみること

小松社長は、この「活動のあゆみ」をソウル記念事業市民委員会又はソウル副市長・市

長までにもまず見てもらいたいと考えていますが、

その入り口として、今回のソウル記念事業市民委員会の「委嘱状」に書かれている①「光

復の意味を広く知らせるため、知恵を出し合ってください」との整合性を考察した文書化、

②映像の韓国語バージョンの制作、と共に提案の準備を進めるべきではないかと考えまし

た。

※小松コリアは展示会後のフォーロの関係もありますので、何とか本社側で「活動あゆみ」

韓国語バージョンの制作をお願いします。（堀江・金ユジンさん、ご協力をお願いします）

同じことを観ても、それぞれの立場や経験、これからの目標・目的によって違っていく

と教わりました。

文書の最後として、小松社長に一つ質問したいことがありますが、映像の 分 秒か

ら須藤弥平兵⇒慰安婦少女像⇒武器をすてよ！⇒ズットナー像の順番で映像が流れますが、

それが持つ「意味と狙い」は何処にありますでしょうか。

「共感の場をつくり、対立を呼び込み、輪の文化創造へ」と書かれていますが、歴史か

ら生まれた怨念、そして現在・未来に想定される対立のエネルギーを資源としてどのよう

に捉えるかは、良い経営素材だと思いますので、わかりやすくご指導をよろしくお願いし

ます。

以上
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（動画上映） 
小松理事長 
唯一の日本人として招待してくださり、私の活動を推進してくださり、ありがとうござい

ます。 
 
 
第三回委員会配布の会議資料の一部翻訳 
全体に三部構成 
①これまでの経過報告 
②光復節に合わせて西大門で行われる民主独立行事 
③光復 70 周年 メイン行事 
で、構成 
 
――――――――――― 
2015 年 7 月 24 日 
光復 790 周年記念作業 市民委員会 会議資料 
 
私の光復  
 
光復 70 周年 ソウル市 記念作業 推進団 
 
4P 
記念作業 推進経過及び 市民委員会 第二回の提案内容検討報告 



79

2015 年 7 月　韓国光復 70 周年　記念作業　会議

 
11P 
西大門刑務所 歴史館 追慕碑 

 

1998 年開館当時に設置された追慕碑 
・（過去の追慕碑は）別に設けられた追慕空間がなく、観覧導線上に位置しており、敬虔な

追慕の雰囲気をつくるため 

（小泉元首相の献花の様子） 

・2010 年は新たに市民公募を通して設置された追慕碑－民族の魂の器－ 

新たに献花台などを設け、75 名の独立運動家の名前を刻んだ。総勢で 165 名の運動家の名

前が記されている。 

 

12P 

2015 年 西大門 独立民主祭 計画 

 

2015 年 8 月 14 日－15 日 祝いの週間 8 月 8 日～15 日 
場所 西大門刑務所歴史館、西大門独立公園 

行事内容 2014 年 独立民主人士 プップリンディンに関する資料の展示 

 

13P 

開幕式 8 月 14 日 
場所 西大門刑務所 メイン舞台 

歴史コンサート 8 月 15 日 光復 70 年 また開放を呼ぶ 
市民参加の歴史循環曲 アリランラプソディー ８月１５日 

光復７０周年記念 大韓民国を描く 

など 

 

15P 
子どもたちの民主教室 

小学生 30 名 
青少年歴史教室 

歴史に関心がある中高生 35 名 

 
メイン行事 

メインタイトル 

私の光復 
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光復を思い起こせ 

 
・キム・ヨナなど有名人によるビデオコメント 

 
・ソウル広場へ、未来を

施工する青いゲートを作

り、夕方には市民のため

の舞台になる 

「私の光復」をテーマに、

青少年討論会、公演、映

画などが上映される。 

7 月 3 日～8 月 13 日 

 

・国税庁の別館撤去 “文

化広場” 
日本時代に作られた国税庁南大門別館を撤去し、市民広場にする。 

 
・「私の市役所」ソウル図書館外壁展示 

光復 70 年を記念して、旧ソウル市役所（現在のソウル図書館）を新たな外壁に帰る 

8 月 5 日～30 日 
日本時代には京城部庁舎、光復後はソウル市役所だった現図書館の外壁に、「私の光復」を

テーマにしたメッセージを浮かび上がらせる 

（仮設で、大門を、旧市役所前につくる） 

 

・光復 70 周年特別展 24 時間 

1945 年 8 月 15 日は韓国にとってどうだったのか？中国では？日本では。3 つの国のその日

の 24 時刊を展示する。 

8 月 11 日～30 日 開幕式 11 日 6 時 
場所 ソウル市民庁舎ギャラリー 

 
・ソウル歴史博物館企画展 「南山の力」 

8 月 15 日～11 月 1 日 

 
・女性独立運動家展示 「戻ってきた名前たち」 

8 月 1 日から 8 月 23 日 オープニング 8 月 1 日午後 4 時。 
場所 西大門刑務所歴史館 
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・C47 機 展示物設置「70 年にわたる飛行」 

金九、張ジュンハなどが中国大陸から独立運動を行い、ソウルにもどった飛行機 C47 を再

現。 

日時 8 月 18 日から 2018 年 6 月 16 日 
場所 ヨイド公園 

 
・ソウル市立交響楽団による演奏 

8 月 15 日午後 7 時 30 分～9 時 8 月 16 日午後 7 時 30 分～9 時 
場所 ヨンサン家族公園特設舞台 

 
・人の道 

韓国近現代史の人権現場を発掘して、現況を調査する。 

KCIA、西大門刑務所、南営洞など、（韓国現代史における民主化運動弾圧の舞台になった）

のツアーを組み、テーマ別、年代別など、多様なコースを準備する。 

日時 8 月 12 日から 12 月 10 日 

場所ソウル市内人権現場 100 箇所 

 
・「この人をさがしている」 

 西大門刑務所で「ばんざい」を叫んだ方々の写真があり、その写真の名前を探している。 

8 月 15 日から 14 日 15 日から一定期間 

 
・海外独立運動家の子孫を招待 

 
・東アジア国際平和会議 

 2015 年 8 月 13 日 10 時～17 時 30 分 

 2015 年 8 月 14 日 10：00～13 時 
場所 大韓商工会議所 国際会議場 

 会議主題 

 ①韓国戦争を止めろ！ 韓半島平和体制構築に向けて 

 ②日本の平和憲法を守護と、東アジア平和連帯の形成 

 ③核のないアジアと世界 

主催 東アジア国際平和会議  

 
・統監部登山案内板設置  

 南山の北側にあった韓国統監跡をみる 
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 8 月 29 日～12 月末 

 
・独立運動家標識設置 

 

・光復 70 周年記念作業 記録及び web アーカイブ 

 
・白凡金九パンソリ（浪曲） 

日時 8 月 14 日午後 6 時から 
場所 ウンピョン文化芸術館 

 

・5 つのムクゲ 

 尹奉吉、金九、イ・ボンチャン、安重根、ペクジョンギの独立運動家 5 人の名前で、ヒ

ョジャン公園にムクゲを上で標識を作る 

 
・一緒につくる市民太極旗 

 8 月 7 日～8 月 8 日 
 場所 ソウル広場 

 
・慰安婦のおばあさんと一緒にする、コンサート 

 8 月 12 日 4 時 30 分～6 時 

 ソウル市役所新庁舎 8 階多目的ホール 

 
・日本軍慰安婦被害者 平和造形物建立 

 日時 2015 年 12 月まで 
 場所 歴史的象徴性がある場所 

内容 日本慰安婦被害者を記憶し、平和意識を鼓舞する象徴物を建立 

推進方法 ソウル市、民間団体、市民参与 

 
・青年グローバルソウル広報大使 

 

・光復 70 周年 独立記念造形空間 建立 

8 月 15 日 
 日帝、分断、韓国戦争等悲劇の歴史を、母性と女性性を通した癒やしと和合を意味する 

 1000 万市民 統一念願光復 70 周年独立記念造形空間 建立 

 

・光復 70 周年記念展 北朝鮮プロジェクト展 
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2015 年 7 月　韓国光復 70 周年　記念作業　会議

7 月 21 日－９月２９日 
場所 ソウル市立美術館 

 
・光復７０周年、ソウル歴史学習大会 

日時９月１１日１３時から１８時 

 
・太極旗特別写真展 
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※タブレット・スマートフォン・PC でご覧いただいえいる場合は、画像をタップすると各試料の PDF デー
タをダウンロードしてご覧頂けます。

シンポジウム・イベント写真集／書籍紹介

http://www.komatsuelec.co.jp/arc/arc-photoabook.html
写真資料アーカイブスでご覧いただけます。

2014.11.23 シンポジウム
イングリッド・ロレマさん制作

2016.01
イングリッド・ロレマさん制作

夢を信じない人は
現実主義者ではない

No.1
2013 年 8 月

No.5
2015 年 11 月

No.9
2016 年 11 月

No.2
2014 年 6 月

No.6
2016 年 4 月

No.3
2014 年 11 月

No.7
2014 年 6 月

No.4
2014 年 8 月

No.8
2016 年 8 月

岩より水
Not the Rock,but the Water

【オランダ・ハーグ】
平和宮建立 100 周年記念事業
フィランソロピー 20 人パネル展示他

【松江市・小松電機産業内太陽ホール】
出雲から陽が昇るシンポジウム

【松江市・小松電機産業内太陽ホール】
悠久の河シンポジウム

【オーストリア・ウィーン】
ズットナー女史没後 100 周年記念事業
ズットナー 2 号像貸し出しセレモニー

【松江市八雲町・熊野大社】
出雲國神仏霊場合同祭事　
世界平和祈願祭

【松江・くにびきメッセ】
出雲から陽が昇るシンポジウム

【松江市　宍道湖シジミ館】
幻影舞台朗読劇　公開稽古

【松江市八雲町・親水公園】
第 1 回　水と火の祭

【松江市八雲町・親水公園】
第 2 回　水と火の祭
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ハーグハーグ
ウィーンウィーン 北京北京

島根島根

ハワ イハワ イ
ソウルソウル

沖縄沖縄
ワシントンワシントン

ハバロフスクハバロフスク
ハルビンハルビン

ピョンヤンピョンヤン

ShimaneShimane

剣山切通し剣山切通し ( 松江市八雲町 )

八雲町 / 剣山切通し八雲町 / 剣山切通し

島根原子力発電所島根原子力発電所

出雲空港出雲空港

米子空港米子空港

石見空港石見空港

鳥取空港鳥取空港

湯梨浜町 / 燕趙園湯梨浜町 / 燕趙園出雲大社出雲大社

鳥 取鳥 取

島 根島 根

剣山の最初の形 削岩範囲

2014 年 中国･ハルビン 安重根義士紀念館2014 年 中国･ハルビン 安重根義士紀念館
　人間自然科学研究所は、2008 年 12 月、中日韓英 4 か国対訳の『中国
古典名言録』の出版に合わせ、北京で「国民国連」の試案を発表しました。 
　現在の国連は 193 カ国の「政府代表」で構成され、常任理事国を含む
大国主導で運営されています。「国民国連」は、歴史的経緯を生かし、論
理的討議を通じて、よりよく生きられるストーリーを生み出す、「国民代表」
で構成される集団です。 
　中国の「和諧」、出雲で生まれた「和譲」、韓国の「和諍」「オウトピア」、
米国の「スマートパワー」、朝鮮の「主体思想」などを、教養・芸術・ユー
モアで組み合わせ、「和の文化」が生まれる「場」が「国民国連」です。

「国民国連」構想

「国際平和センター」構想

　1994 年、人間自然科学研究所を
設立、「一村一志」運動を始め、郷
土の水の偉人の小説・児童文学・
漫画の出版、シンポジウム開催、
テーマ曲制作、合唱コンクー
ルなどが行われてきました。 
　2002 年、日中国交正常
化 30 周年記念事業として、
中国山東省棗荘市で孔子、孟子、
周藤、清原の 4 体の銅像を制作
しました。棗荘市台児荘は、第 2 
次世界大戦中、米国から兵器を提
供された国民党と共産党の国共合
作で、松江歩兵第 63 連隊（島根・
鳥取）が大打撃を受けた地です。 
　この地で再び周藤翁の大銅像を
制作、本年 6 月に完成し、日本の水
循環基本法成立後初の「水の日」8 月 1 日に、
島根県松江市八雲町に建立します。 
　銅像設置にあわせ、伝統工芸の陶器、漆器（八雲塗）、織物等
と新素材を組み合わせ、発達障がい児と共同制作、新産業創造
を計画しています。 
　松江市八雲町の「めだか論語普及会」から始まった論語の素
読会は、現在、島根・鳥取で 20 か所を超えています。この会と

「周藤彌兵衛顕彰会」が協力、巨大銅像建立と関連事業の計画が
進んでいます。

　ベルタ・フォン・ズットナー（1843 ～ 1914）は、第１次世界大戦前の 1889
年、ベストセラー小説『武器を捨てよ！』を発表。1891 年、アルフレッド・ノー
ベルの支援により、オーストリア平和協会を設立、国際的な平和活動を展開。
1905 年、女性初のノーベル平和賞を受賞しました。 
　米国のアンドリュー・カーネギーの寄付によりオランダ・ハーグ市に建設され
た「平和宮」( 国際司法裁判所 )100 周年を記念して、2013 年、彫刻家イングリッ
ド・ロレマさん制作のズットナー胸像が同市に建立されました。このたび、ロレ
マさんにより 2 号像が制作され、没後 100 年の 2014 年 6 月から半年間、ウィー
ンの平和記念館（ズットナーが亡くなった場所）で展示され、その後、日本に移
される予定です。 
　世界各地に、この彫刻が次々に建立され、ズットナーの志が蘇り、平和活動の
資金が生まれ、確かな平和への流れが始まることを願っています。

ベルタ・フォン・ズットナー彫刻

未来を拓く原点 
　今から 300 年前、周藤彌兵衛翁（1651 ～ 1752 出雲国日吉村：現・島根県松江市八雲町）は、剣山の硬い安山岩を火で温め、ノ
ミと槌で切り崩し、洪水を繰り返す意宇川の流れを変え、村人を救いました。56 歳から 97 歳まで 42 年をかけて剣山切通しを完成、
102 歳で大往生されました。 
　周藤翁の生涯を描いた小説『悠久の河』を日本水道新聞に 2014 年７月から連載し、日英韓中露の 5 か国語で出版するとともに、
日中国交正常化 40 周年を記念して、中国山東省で翁の大銅像を制作、八雲町に建立します。 
　物語の舞台である意宇川流域には、宮内庁直轄の古墳、火の発祥の神社・熊野大社、国宝・神魂（かもす）神社、縁結びで有名な八
重垣神社など、古い文明の痕跡が至る所に遺されています。 
　また、高度経済成長期の 1960 年代には、剣山に連なる要害山をダイナマイトで崩し、島根原子力発電所建設用の砕石が作られました。 
　「悠久の河」の生まれたこの地域を「和の文化」創造の原点ととらえ、情報通信技術（ICT）を用いて世界的なストーリーを描くこと
により、その実現に向け急速な動きが始まることを確信しています。
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統合

2013 年オランダ・ハーグ 　イングリッド・ロレマさんと小松理事長2013 年オランダ・ハーグ 　イングリッド・ロレマさんと小松理事長

「国際平和センター」は、次の 3 つの主要施設により構成されます。

 (1) 世界戦争平和映像センター
　情報通信技術（ICT）で世界の戦争・平和博物館のネットワーク網を構築。各施設の
写真と映像を総合的に学ぶことができ、世界の戦争・平和博物館への案内役を務めます。

 (3) 和の殿堂
　最先端の科学技術と ICT を生かし、「和の文化」を
生み出す殿堂を建設。平和会議、平和貢献者への顕彰、

「知のオリンピック」などを開催。

 (2) メモリアルタワー
世界中から近代の戦争の全戦没者電子データを集め、
永遠に記録、閲覧できるメモリアルタワーを建設。

　かつて沖縄は、「出会えば兄弟」という言葉が示すように「平和の島」でした。400 年
前の薩摩藩侵攻、明治政府による琉球処分、また太平洋戦争末期沖縄戦の約 20 万人犠牲
に至り、「被害の島」になりました。第 2 次世界大戦後は、朝鮮半島、ベトナム、イラク、
アフガンへの米軍前線基地として「加害の島」という側面も持つようになりました。 
　この島に人類の未来を拓く誓いの施設として「国際平和センター」を創設し、「世界恒
久平和発祥の島」とする構想です。

中国
　④ 2001 年　抗日戦争記念館
　⑤ 2014 年　抗日戦争記念館
　⑥ 2005 年　南京大虐殺紀念館

中国
　④ 2001 年　抗日戦争記念館
　⑤ 2014 年　抗日戦争記念館
　⑥ 2005 年　南京大虐殺紀念館

韓国
　① 1997 年　獨立記念館
　② 2005 年　安重根義士紀念館
　③ 2005 年　西大門刑務所歴史館　

韓国
　① 1997 年　獨立記念館
　② 2005 年　安重根義士紀念館
　③ 2005 年　西大門刑務所歴史館　

【和諧】2004 年に中国が発表した「各階層間で調和の取れた社会を目指す」というスローガン 
【和譲】スマートパワーの発表を受け、聖徳太子の「和をもって貴としとなす」と、二宮尊徳翁の「推譲」を組み合わせた出雲大社教の千家達彦管長の言葉に管長の了解を得、新たな意味づけを行った。

　　　３つのソフトパワー（ 感情を加味した知恵、使命、会話力）と、２つのハードパワー（ 集団組織力、道理を実現するための方便）を「全体の文脈の中で統合することから生まれる力」
【スマートパワー】米国のオバマ政権が採用している概念で、３つのソフトパワー（感情を加味した知能、ビジョン、対話力）と、２つのハードパワー（組織力、権謀術数）を「全体の文脈を踏まえて融合する力」

【和諧】2004 年に中国が発表した「各階層間で調和の取れた社会を目指す」というスローガン 
【和譲】スマートパワーの発表を受け、聖徳太子の「和をもって貴としとなす」と、二宮尊徳翁の「推譲」を組み合わせた出雲大社教の千家達彦管長の言葉に管長の了解を得、新たな意味づけを行った。

　　　３つのソフトパワー（ 感情を加味した知恵、使命、会話力）と、２つのハードパワー（ 集団組織力、道理を実現するための方便）を「全体の文脈の中で統合することから生まれる力」
【スマートパワー】米国のオバマ政権が採用している概念で、３つのソフトパワー（感情を加味した知能、ビジョン、対話力）と、２つのハードパワー（組織力、権謀術数）を「全体の文脈を踏まえて融合する力」

 2009 年 ロシア
　⑦ ハバロフスク　    第 2 次世界大戦慰霊碑
    ⑧ ハバロフスク　    平和慰霊公苑
　⑨ ウラジオストク    戦争体験者との意見交換会

 2009 年 ロシア
　⑦ ハバロフスク　    第 2 次世界大戦慰霊碑
    ⑧ ハバロフスク　    平和慰霊公苑
　⑨ ウラジオストク    戦争体験者との意見交換会

2005 年 アメリカ・ハワイ
   ⑩⑪ アリゾナ記念館
   　⑫ ミズーリ号艦上

2005 年 アメリカ・ハワイ
   ⑩⑪ アリゾナ記念館
   　⑫ ミズーリ号艦上

周藤彌兵衛翁銅像

   琉球王国と呼ばれた頃の沖縄は「武器の替わりに三味線を持つ」と言われた「平和の島」でした。それが、400 年前に薩摩藩の侵攻
を受け、太平洋戦争末期の沖縄戦では約 20 万人が犠牲となった「被害の島」になりました。そして第 2 次世界大戦後から現在に至るま
で、朝鮮半島、ベトナム、イラク、アフガンへの米軍の発進基地として機能し、「加害の島」という側面も持つようになりました。　この
島に人類の未来を拓く「知の施設」として「国際平和センター」を創設し、世界平和を象徴する島とすれば、その安全は世界の国々か
ら永久に保障されることが期待されます。

①①

②② ③③

⑩⑩

⑪⑪ ⑫⑫⑧⑧ ⑨⑨

⑦⑦

④④

⑤⑤ ⑥⑥

小松電機産業株式会社 代表取締役
一般財団法人 人間自然科学研究所 理事長 小 松 昭 夫
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剣山の最初の形 削岩範囲

2014 年 中国･ハルビン 安重根義士紀念館2014 年 中国･ハルビン 安重根義士紀念館
　人間自然科学研究所は、2008 年 12 月、中日韓英 4 か国対訳の『中国
古典名言録』の出版に合わせ、北京で「国民国連」の試案を発表しました。 
　現在の国連は 193 カ国の「政府代表」で構成され、常任理事国を含む
大国主導で運営されています。「国民国連」は、歴史的経緯を生かし、論
理的討議を通じて、よりよく生きられるストーリーを生み出す、「国民代表」
で構成される集団です。 
　中国の「和諧」、出雲で生まれた「和譲」、韓国の「和諍」「オウトピア」、
米国の「スマートパワー」、朝鮮の「主体思想」などを、教養・芸術・ユー
モアで組み合わせ、「和の文化」が生まれる「場」が「国民国連」です。

「国民国連」構想

「国際平和センター」構想

　1994 年、人間自然科学研究所を
設立、「一村一志」運動を始め、郷
土の水の偉人の小説・児童文学・
漫画の出版、シンポジウム開催、
テーマ曲制作、合唱コンクー
ルなどが行われてきました。 
　2002 年、日中国交正常
化 30 周年記念事業として、
中国山東省棗荘市で孔子、孟子、
周藤、清原の 4 体の銅像を制作
しました。棗荘市台児荘は、第 2 
次世界大戦中、米国から兵器を提
供された国民党と共産党の国共合
作で、松江歩兵第 63 連隊（島根・
鳥取）が大打撃を受けた地です。 
　この地で再び周藤翁の大銅像を
制作、本年 6 月に完成し、日本の水
循環基本法成立後初の「水の日」8 月 1 日に、
島根県松江市八雲町に建立します。 
　銅像設置にあわせ、伝統工芸の陶器、漆器（八雲塗）、織物等
と新素材を組み合わせ、発達障がい児と共同制作、新産業創造
を計画しています。 
　松江市八雲町の「めだか論語普及会」から始まった論語の素
読会は、現在、島根・鳥取で 20 か所を超えています。この会と

「周藤彌兵衛顕彰会」が協力、巨大銅像建立と関連事業の計画が
進んでいます。

　ベルタ・フォン・ズットナー（1843 ～ 1914）は、第１次世界大戦前の 1889
年、ベストセラー小説『武器を捨てよ！』を発表。1891 年、アルフレッド・ノー
ベルの支援により、オーストリア平和協会を設立、国際的な平和活動を展開。
1905 年、女性初のノーベル平和賞を受賞しました。 
　米国のアンドリュー・カーネギーの寄付によりオランダ・ハーグ市に建設され
た「平和宮」( 国際司法裁判所 )100 周年を記念して、2013 年、彫刻家イングリッ
ド・ロレマさん制作のズットナー胸像が同市に建立されました。このたび、ロレ
マさんにより 2 号像が制作され、没後 100 年の 2014 年 6 月から半年間、ウィー
ンの平和記念館（ズットナーが亡くなった場所）で展示され、その後、日本に移
される予定です。 
　世界各地に、この彫刻が次々に建立され、ズットナーの志が蘇り、平和活動の
資金が生まれ、確かな平和への流れが始まることを願っています。

ベルタ・フォン・ズットナー彫刻

未来を拓く原点 
　今から 300 年前、周藤彌兵衛翁（1651 ～ 1752 出雲国日吉村：現・島根県松江市八雲町）は、剣山の硬い安山岩を火で温め、ノ
ミと槌で切り崩し、洪水を繰り返す意宇川の流れを変え、村人を救いました。56 歳から 97 歳まで 42 年をかけて剣山切通しを完成、
102 歳で大往生されました。 
　周藤翁の生涯を描いた小説『悠久の河』を日本水道新聞に 2014 年７月から連載し、日英韓中露の 5 か国語で出版するとともに、
日中国交正常化 40 周年を記念して、中国山東省で翁の大銅像を制作、八雲町に建立します。 
　物語の舞台である意宇川流域には、宮内庁直轄の古墳、火の発祥の神社・熊野大社、国宝・神魂（かもす）神社、縁結びで有名な八
重垣神社など、古い文明の痕跡が至る所に遺されています。 
　また、高度経済成長期の 1960 年代には、剣山に連なる要害山をダイナマイトで崩し、島根原子力発電所建設用の砕石が作られました。 
　「悠久の河」の生まれたこの地域を「和の文化」創造の原点ととらえ、情報通信技術（ICT）を用いて世界的なストーリーを描くこと
により、その実現に向け急速な動きが始まることを確信しています。
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2013 年オランダ・ハーグ 　イングリッド・ロレマさんと小松理事長2013 年オランダ・ハーグ 　イングリッド・ロレマさんと小松理事長

「国際平和センター」は、次の 3 つの主要施設により構成されます。

 (1) 世界戦争平和映像センター
　情報通信技術（ICT）で世界の戦争・平和博物館のネットワーク網を構築。各施設の
写真と映像を総合的に学ぶことができ、世界の戦争・平和博物館への案内役を務めます。

 (3) 和の殿堂
　最先端の科学技術と ICT を生かし、「和の文化」を
生み出す殿堂を建設。平和会議、平和貢献者への顕彰、

「知のオリンピック」などを開催。

 (2) メモリアルタワー
世界中から近代の戦争の全戦没者電子データを集め、
永遠に記録、閲覧できるメモリアルタワーを建設。

　かつて沖縄は、「出会えば兄弟」という言葉が示すように「平和の島」でした。400 年
前の薩摩藩侵攻、明治政府による琉球処分、また太平洋戦争末期沖縄戦の約 20 万人犠牲
に至り、「被害の島」になりました。第 2 次世界大戦後は、朝鮮半島、ベトナム、イラク、
アフガンへの米軍前線基地として「加害の島」という側面も持つようになりました。 
　この島に人類の未来を拓く誓いの施設として「国際平和センター」を創設し、「世界恒
久平和発祥の島」とする構想です。

中国
　④ 2001 年　抗日戦争記念館
　⑤ 2014 年　抗日戦争記念館
　⑥ 2005 年　南京大虐殺紀念館

中国
　④ 2001 年　抗日戦争記念館
　⑤ 2014 年　抗日戦争記念館
　⑥ 2005 年　南京大虐殺紀念館

韓国
　① 1997 年　獨立記念館
　② 2005 年　安重根義士紀念館
　③ 2005 年　西大門刑務所歴史館　

韓国
　① 1997 年　獨立記念館
　② 2005 年　安重根義士紀念館
　③ 2005 年　西大門刑務所歴史館　

【和諧】2004 年に中国が発表した「各階層間で調和の取れた社会を目指す」というスローガン 
【和譲】スマートパワーの発表を受け、聖徳太子の「和をもって貴としとなす」と、二宮尊徳翁の「推譲」を組み合わせた出雲大社教の千家達彦管長の言葉に管長の了解を得、新たな意味づけを行った。

　　　３つのソフトパワー（ 感情を加味した知恵、使命、会話力）と、２つのハードパワー（ 集団組織力、道理を実現するための方便）を「全体の文脈の中で統合することから生まれる力」
【スマートパワー】米国のオバマ政権が採用している概念で、３つのソフトパワー（感情を加味した知能、ビジョン、対話力）と、２つのハードパワー（組織力、権謀術数）を「全体の文脈を踏まえて融合する力」

【和諧】2004 年に中国が発表した「各階層間で調和の取れた社会を目指す」というスローガン 
【和譲】スマートパワーの発表を受け、聖徳太子の「和をもって貴としとなす」と、二宮尊徳翁の「推譲」を組み合わせた出雲大社教の千家達彦管長の言葉に管長の了解を得、新たな意味づけを行った。

　　　３つのソフトパワー（ 感情を加味した知恵、使命、会話力）と、２つのハードパワー（ 集団組織力、道理を実現するための方便）を「全体の文脈の中で統合することから生まれる力」
【スマートパワー】米国のオバマ政権が採用している概念で、３つのソフトパワー（感情を加味した知能、ビジョン、対話力）と、２つのハードパワー（組織力、権謀術数）を「全体の文脈を踏まえて融合する力」

 2009 年 ロシア
　⑦ ハバロフスク　    第 2 次世界大戦慰霊碑
    ⑧ ハバロフスク　    平和慰霊公苑
　⑨ ウラジオストク    戦争体験者との意見交換会

 2009 年 ロシア
　⑦ ハバロフスク　    第 2 次世界大戦慰霊碑
    ⑧ ハバロフスク　    平和慰霊公苑
　⑨ ウラジオストク    戦争体験者との意見交換会

2005 年 アメリカ・ハワイ
   ⑩⑪ アリゾナ記念館
   　⑫ ミズーリ号艦上

2005 年 アメリカ・ハワイ
   ⑩⑪ アリゾナ記念館
   　⑫ ミズーリ号艦上

周藤彌兵衛翁銅像

   琉球王国と呼ばれた頃の沖縄は「武器の替わりに三味線を持つ」と言われた「平和の島」でした。それが、400 年前に薩摩藩の侵攻
を受け、太平洋戦争末期の沖縄戦では約 20 万人が犠牲となった「被害の島」になりました。そして第 2 次世界大戦後から現在に至るま
で、朝鮮半島、ベトナム、イラク、アフガンへの米軍の発進基地として機能し、「加害の島」という側面も持つようになりました。　この
島に人類の未来を拓く「知の施設」として「国際平和センター」を創設し、世界平和を象徴する島とすれば、その安全は世界の国々か
ら永久に保障されることが期待されます。

①①

②② ③③

⑩⑩

⑪⑪ ⑫⑫⑧⑧ ⑨⑨

⑦⑦

④④

⑤⑤ ⑥⑥

小松電機産業株式会社 代表取締役
一般財団法人 人間自然科学研究所 理事長 小 松 昭 夫
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